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本 す は Dと ・ しと火イて

B.exc2e&2wic右caPxa&e&xe
tu0&3tr? ラ

EwAu&uut?- を研ﾡ件とし

Dedec& の FaxaZecc&e
Ba I. ・Qu ucaao～ac&oAd&&e 

ノ 9す○のネ/ﾡ T。 aadankQzAc 
て ﾡしも のである . おばﾡ/

%・けて44 上 ヨ越天 な 客を持 つものる取あえ ず子 / 章

(系ヌ/ 〜ダ/ 互)だけこ分母としてプリン

D2axt& の泳*経芝を汁芝全う谷よ り 

ﾡに力たるものごあり. ﾡ之老ば 糸水汗価 論a を 

納又び百前設たﾡを 夫々じ たものる あ る ・

卜 したX多である。

海リ ﾡノ送 ば基ﾡ

家ノ悠の 逮ﾡﾡでば今ノ 辛が役の 束経さﾡ済 学に する「呑え

才」を述べたものごス韓 は Beuie4aa-aaそeマv2ん々 3卓ば

、ﾡうだ は表症寸年

uCatス - d &-feead0マ24o& を盛たも の 乙ある。

くの 〃 SzdZen2しど& ' 

には足に該当すう言策が行 

c わw ざぬと の外ま諾と問 

さとしマ もﾡに 田リ*

ア Aoa2za。 " ヒきう送 はな不 ド イ ツ

1) の乙合分の研父の ﾡ茶ﾡ を弦する感

1Jた のだとﾡ身 がで て 7るもので沢 

のまま承ﾡをﾡ1E )のき業を借り

ば「年芝経済多 は BeCtce2aazdZc?tc乙& と LイecZる - とと 

&kea42スa4rae 62っ の夏ﾡの ヒ Fﾡ皮士m て13も のご 

ある」しきう。 ¥しz 「の経 &経ﾡす の2っのﾡﾡに 入る 前 

とnﾡ か向履の 「参オな」き 就四 しEの がﾡ /章である ときラ・ 

従っマ本韓にIはD2cZc2& の休茶み経済Kするﾡ本思ﾡと 

も aっイさ も のが確計r受»n そおリ • 百ﾡ3ぞn 乙本る哲学命



炎びに 科参ﾡにﾡ本的 にﾡ死っ こハる。

網 は茶業径る冬み e「友本 主後後の 企* 〜3いもの」と毎a 
プリ、 そして 「他花暴化 = 7 た型ﾡﾡビ して のき体」から継nて F理 

動な <っか。 経き型」 をﾡじてき分在参衆し うと しごる . 

受はﾡ業経多任多ヒレ < は全く者しい受ケと 老 ラべさものてあリ、 

彼 ﾡの立場を示すものてあろ ・ に ミ ユ ン ン大子に 承政 するm 
ウ ユルテンルクのﾡ有林に ﾡ務 しマたが*の務の回ﾡを し= 

「私ば休求の後芝活の及び各理汚動おハz ﾡの前ﾡと に 

日 ﾡ の 承務 ヒと 生 する 沢山 の 府题に っ バア 今 まで の 学説  a本 

主る前優令にﾡ"て本多的デリ シ -と 血表 している 敏装. 

から公足な麻なを毎る○ヒがる=なかフた レ まE*ハか○何ら。 

の 「全しるを好るつヒは一度も乙=テかつた。 はるほビ々に 

公べの災用によって Bcac&2a3ァ&c cもの レッ 〜あるcとゝ 

を示 し毎みかも知ふハが ﾡににぞ部 が柱々 K し マ本変が向壌 

を受ﾡつて)引ようにほ」と盛"て1う. ま だ 例え ばほ は ﾡ 

Z老の条休評弟第の〜 栄求の本価ﾡ送z 「ﾡ央にあり得な Jj 
s ラ 5桜た にもとづいてﾡ楽にラりﾡなM よラ后 価値を岸公すつも 

Q」ヒ攻族 し •扳自分は 自分 の ネ価 そ 「合n*m に し <有徴ぬ 

な新子位 を、'.e のギマ み.

’ 産ﾡ優 を絶て 「ﾡ央役」を※不ﾡ公ぞ ﾡ とする 彼のよう さ念 

そ ケか 2事年ご経多 さ矛衆する次上 ばぶ種trに 土虐ル 

番ま • 系株収基支 ・ 4株総性製 ・ 企前高点協板猛年命とa う 

ﾡは今 ﾡのﾡ業年老済 g ( 8至はざの 遼似物 ) の 亮 展. 方向 を 否蔑. し、 

Hax乙-a と Caxc② Kcロっ必っマてそ○からの林※後老経済学が

よだしマ Nる・ んルム幺 自育は ぼに Haxズチ ヒ Cuそa を 

杯運 してハる。

本書にビ蛍の杯にの実務ら汗ﾡを必じ て体4=I ﾡ系河夕と 

ス方 こもヒヒ して書nており ・ Cの&ては表回の央務よにも理 

途よにも材し.ﾡ央をﾡスざ ・ ず< の m爆評ﾡの ポロ こ長え弘林末 

経客ﾡ浄すのﾡﾡYﾡする と 2うが樫めて のではかろっか 

ヒ思う・

なお不ﾡ子の太砂にヨっこはﾡノが ﾡ合の支用はﾡ々 に秒■初 

レ・ ﾡス前ツ下にんど全択K止形てまヒめあげた。

ﾡ和3/ 年ノ又 月 ノーョ

区研元ﾡ 中三ﾡ
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序言

お名経消歩の区礎都円の水鑰に入る前に近憲も间基に対する考え 

方 の 説期 を 行 ラ. - na 多 救糸理 とﾡぬ のKﾡ役区さ ﾡ理 する上に 

生ずる 自総 動 ず 豊性 に一改すろ. Cの隠ﾡの 裁期 中には次に行nn 
る「字みの株庁セ っ た棚 与のヤて学導二 H ろ考のもの」がﾡ示 = i 
てる・ﾡ々の性ば ほ畑 界を星じて「確定・ぷﾡ 計ﾡ」のポ 

から内ﾡﾡに在存する 町 ・出する. 林堂 の爭飯に対して 鼠リ空 

ゲa分沢と得るみの冷又の 沢定 ヒ は最小、ﾡ良の特5月系を凶 ・と 

する ・

ﾡえば休茶号向次では1 Pr。 • Dr Jessenミの番寺ては系は 

雀②の系価計ﾡ=菊ずるﾡにごを主産物たる ・オ・ rに震 

ブけず唯ﾡKに 殺t 帰馬のサに基"て . ・ 媒 " に肉咲 づけ 

て いるがつハ宰央と 金通に する 過切万ﾡ報づけ と全体に 対 

するﾡしﾡﾡHをユ*し てJる 逸例 ときえよ ラ・

&3休求の矛後ﾡの本ﾡと本ほ曲差ﾡ にも ヒパ た毛高 柔段を年 メ 

す引 5ck8Ze:7 とし こ才えヶの なほをﾡ す る ・ 森株評 

価器 扱 施 計尊 減. 引ﾡ桜と島 でd 送動と 糸電べﾡぢらn こかり、 

ごnと同ﾡに 称求 の 新し い 契の 土合石 が示さ マハる ・ しかし 

差当 り教向にするﾡﾡを取次ぐ含の 就期 はル番 である。の回 

前 のせに 休条の 2 ﾡか ら ・ 主に円2iてハる 基ば卓谷 をぶ"そ I 
と 河ず K若干の等Y用ﾡと救ﾡする. ざ して ヌ名はﾡ央と経き 星理 

のA雄命研ﾡにして ・研ﾡとの高ﾡを炭なしたIJ.
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る次本ﾡるは 請扱 引ﾡと研宛引的に つ1 て就西をし て ・ 研 

ﾡ多科とき2す多の係 杯み大示のヤになる営年ﾡの日 

ﾡ2が怪 芝ぽ ﾡ ッ o ﾡﾡ a示しP .
4ﾡの 最長 では 本 教科で とっnている研 先み 才のむとmを 旅求等を 

す経済字のﾡ 炎命 ﾡ及にﾡ系けて行った。

のﾡに忍はめの幸で本夜前な続名のﾡ然ﾡ表日t マ の製 

覇を行う つとにs ってﾡス卓以後にﾡ"らnz Jろ ﾡ経にする 2 
炎びzの 対別 経受の 河ﾡはﾡ係と 愛用 す る ・

I 堂一密な能志

F ac才    u/22 (u株  条休)

Foxcz と u%&と のきﾡば本未犬々信有 の枚念内窓と税公役& 

神フて1る. 2mはﾡ次物な拘と 咲条 のきﾡ召Yよって沢定= 

i. そしてドイツ河ﾡでも ﾡ一 t力て"は万ゝ3. しかレ学可ししマは 

uo2 ・3「る仲別同種殺の昼め社会 の系ﾡ」ヒしマの生経学命 

枚谷てあろヒ理ﾡ=Jて3 ・ﾡフて 以が の波には蹴定及汗 

とかるんが宮由に仰分てさる限ﾡときつた杯ほ 銀校 の枚令は # わ 

用 1 ・
ﾡに反して Fazaて は ﾡ た ﾡど※る人が台市に 処分でざる - 

犬のﾡとをする枢をであり・々の有のそ処理のﾡ央の下 

Kおえnる 「-史の uん&とo0。 の 
株休分 

とあえらnてる。

例 え ボ戎々 が ホ雄 のﾡの一微ﾡﾡ徴を向ﾡrに するﾡr 「木ﾡは 

LagC <」とき スー定の利河画が注さ1対に

,步)

「"" の中に称不と寧がえこ)る とミう様応表限の しか乙

ス 5&ouAat & い&de。 言っき天は<役め』て"る・ 

ﾡヶ動産暇ぼヒか法灰利に点するﾡﾡをせずに aL K 
する人加のはの経済可ﾡ性さ 緑 数水 に念すろ房には ・ &&し.ckx- 
&パz ・と さう ﾡﾡを同"て発と して雅ネ入方・

普血 本ﾡな客後済 多は比のﾡKﾡ係するのであﾡに 師桜すd ば

FaxaZ2v c r し か 係し ほハ・ .

休*K未 もホ 々 o 有 香o引。ほ2を話ずるﾡ合 c 国く 台 

迫係3の株*。 を締ずるi合 ) Fis FevdプZt に す う が 

なのなを周、 系件vしてQをﾡ.ゆ崎のは会令を報するP念迫 

4 に ua2c しきﾡを旧&糸る・

Facaてcンcイ&f花
休 末

uotuA4P0e:c& 
経.ア的 性X及

9cc2 - axceと2de8Pe2d r ・i ば 、 と:rZocAa件t "は 主旣 

納こ峠 とる都の力 念味る意炎が次ほる・ .

従ホヒ3. 主型的は<ロ 桜求とたたの和にしてﾡはろるﾡ 

御をすっ 能危 Q 海作方何"で カリ •塔観的意味で、ほ • ・欲求と各山ば 

ﾡの竹災 の。 銀以内師 に お る 欲来えの 全 < の行んの tた- 性 ヒ 永ﾡ 

性対する 調和 のとnEﾡ示の保" でろろ ・表々は

FoていxtApza&o&u. ・ のTてもな 0 L火2et&o/こ " の 認合 

e 主教ﾡﾡは" と※初前迎ばでﾡ問すマる。仰綱後済の陽合にはそ 

のゆ念はﾡづす- 自由処 趣役協に つ0マ向とこハろ ・ 送 ばか

(ク)



休有るある2ともあリり・ スは歩 経 各の週クのの部分てある こ 
・ ・・・

ともろろ・ 本役 ﾡとしてば 赤林村有以外 の化の経ヒ ざ の 赤

ﾡ産がﾡする叙数の役体経済がおする。 っがィ別経済に Jマ

自由理袋区と欲ギﾡ体を今える ﾡには 赤だけ ぐ-はほ< 株有 

者次針•区 が 財住. 車便 の中余杯と 宏な声係と有す ろ仰々 の分 < さて 

有 き注 : =ﾡめ . 数 協各 ) と 森休 と o ﾡ保 を汚条する. 高次の ﾡ金 と

して の 函氏径ﾡ. 須ﾡ済 従影しマ 1るﾡﾡの ﾡ休は何々 の称

ﾡ有 株林ﾡ感のﾡ済的性変をﾡﾡづける ・つらは微末とたえ

今8又 ぴ未 末 の 調和 に対すう認ﾡ、ﾡち いこc,Anだ*

休有 為が行う 照徒 を主ﾡﾡを味で決する

Kメオ し て条

の桜令内姿 が示 ごてハろ・ 例ミ 従求 利問さハ方かっ 茶休

ﾡがﾡ石 によっそ 巨秘初 な彼求の忘足の験 林木 を 株こたと 

レてもピ"色休に・ ・イceでu-a-efz&cん Bc本e変axa 
は弓. 「がめﾡK及ﾡさ ・迷来Y&2nろ株分も示ﾡ 

求:n る休皇 助を特別な困維を件めす" 自出対建 できろ林な册」 k 
のサ 万―をンき/a燎 " ときラ話と用<活をするっヒがて 

さ ろ ・

ﾡ新では株木の成ﾡ生井ﾡにダくのﾡ前さ髪すっの〜 一ﾡ水の 

自夕理Yにす2ﾡﾡ」がﾡ殺額さ』る ; ﾡの 経済可内 のﾡは 

「将よの感名する非常Kに版ﾡﾡ月秀息」で あり c<r 木 

の本夜ﾡは帰ﾡが存をする. 2nは.係従性 のﾡぐで受さ0= 
N る .

株木 の 生 座ﾡ が長 1J と きう°とはﾡ 曲 . ﾡ的な ﾡ用Yﾡ ﾡ K
注高をけこ出る. 々な休か、会ﾡ ﾡ は ﾡ的a ﾡネ な尽

を確係するろ6格ろ相ﾡの々ば。Y ・従つ て大おでは①」勢 

バがﾡんて円)Jら川 る・

、ﾡぐもか「ﾡ木の欲求のmじのぬ」ヒ 「林木 ス麦のじﾡを取除

<β」r「ガヒ y の ﾡﾡ ・ がル受て »る;ごし*「最 RKは台 

由に伏〜さだ)」ﾡ産手名、 位 . 製ﾡを失ゼのばらCビ 

々「ﾡuを用せげほらいCと」 ほ特洲は・E 期旅 ず ける •用 

*ばも し桜でﾡ木C 同Eの攻を楽す ヒレても、収ﾡべ4底の$町 

技ぐる』の後を器す引杯はﾡ合は っ w*小品%々•"く鎰注) 

の基確妹件は埼たさ n点ハ。 2nばﾡ在の武問を検ﾡするた pc孫 

杯の史材を来する G ヒ関根に 井能 涛依で あ せ,

ZuLze4Cンueck )4 1 行 はくっ いte&Pdev ) と「日施の 堂 

成 k し て1ﾡは千桜Kに因し て合理的にを心をﾡたす み主体の4 み」

Iは 「マKのゲmする秩づらaた 天モ と理ﾡすっ2とヒ 

s つマ広欲求ﾡ区の活ﾡの余地を型部し 。合理協に 意むと米足 

す る 糸、※はの経きス は計有の中rポN 2 ピの郡慶 GW 近した秋 

*を会ネ する.; 彼3 ロヨ)キ兼汰土 魔利用 k • ス式は休への来 * 、 

4は/4収入) ..致はﾡめ復ﾡ役 r:天2 sりダく肉係する< 

こがマさっ; しが し ホ 度的 な もの に .厂合理的に 位 用 二uるベ= 手 

csっこ 今日又び予求 0敵Y最高区Q対用を符るﾡさ 龍風」そち?- 

レか レ*n と同ﾡK赤杯家は「好求 kJマはヲ分化の欲 ギが 今 日 

よりも受に里ﾡr付るだっう ときう宇をもかっと虐。ば"ら

;芝 唯と き っ株の 附阳 の百名的 舗 ある ・ 

休本の叙はてばﾡr S參哮" と L-*44ででc の慶 

在るさろ だけ な くす ろﾡがよとﾡう。

(/o) // )



休祭河すっ 「合理化- そ簡に歌がするつ とはﾡ師を所げる。

" 92なce S -,術の谷ﾡ化" でﾡ合迎化。 ,国民任. 君 

協合理化。 を区列しる多.今日乙ば国氏ﾡ#が能目ﾡ性が引経浄 

節合日t性に彼名するのが普量てあろ- ミ合理1= ヒか。そ泳施" 

とかさう 殺名 の本在は m m 的 ﾡ す • 物 的 須嫉 K治けっ合に 

存する ・

2 の協合 r は1そ清とな体霊の利場因ﾡが出何引 劇 に

2 し <修在するかが検金さ a ばな らs ; 長銅物にﾡ ばﾡ等の 

ﾡﾡ にﾡん ど乳執を 生じ高い; 林紫るもか長闘内並が/ 短ﾡ的 K 呂 

納 と さ.n る 後済性今量 の立は帝に大さ1。

※の長期性.大町ﾡ性、 ェﾡ炉求性 はﾡをびﾡ木の彼本が 

に 亮 し マ引ﾡ済を大さ< 株件づり っ ・み林家の ﾡ済的 X 確 ゴ 次 

の様に が Kﾡ係すう。

/. 自血の理役区の赤体のﾡ媒送』的時係 

z 彼求ﾡ足○次』の区慮

ラ・ 闱屈の 松林旳保如娘城 勿状 唯に讶寸 チ お 全

4 ・ 赤株所行 召の次全体 ﾡびKごの仰々の 赤林計有 ス は赤林役 

営が艦 す引銀ﾡの 一殺経者r する み評

埼引孫安の経ﾡ位煙にたじて ～経済命。 ・金済性" の 

夜令が長ﾡﾡな欲来だだの目曲をﾡ役したなﾡといて ・ヌ2nu 
ﾡはを足の手 ビレ乙仮価を祭めらnる。 ごのﾡには「ﾡ性の命2」 

が 費甲ビ収先の長Y恒った ごジっだけ有列はﾡ係をﾡる株に 

ﾡめるﾡごあき。 しかし◇の請 = 手ィの系硬 だけでは 

っ 経者性枚会'は 決して ﾡみ 書て ハたJ.; 目ﾡ左&ﾡして長ﾡ 向 

に恒っさ 欠乏 を 防 ゴ う とする支の次えがざ Iに 元行 す る ・

<の っ 経ﾡ前" とラう桜念は従済行&Kする値刊曲を示 

しており cK#っマ 「経済性X民」の超が出する・ マ収盛ぎ" 

とさラ尺及 ば林奈 K刑で契るだろうか? "収盛住る「式る 

紙 消祖 きから一たの向 く奇は/年) Kに油ごょさ利猛の 

「ごの友虚値」K材する 劇係で る と 理解し てヨ・ そして*の 

健公 门 工世範 焼記 くJ 静態")の老る笠*よっこぎさ状え。ハて組 

清性 天ﾡヒ して月りら』ている・

ク 収益性 ◇ビき うﾡ金 は ﾡ本主ﾡ1経済ﾡにﾡする ・ 表々か森

林帝 有を〜 Xapンて2C " 
/ 本

と今え. 株求Kも商太ﾡ企求ビ同じ目砲

を改定するﾡにはX益性の天及もか用三よう j もﾡた る支

本御経済的 目 ﾡ歳足 Kでハる Iは 本 のでさるﾡり最高の 収列が目 前 

レさIる ﾡ人資金が番求こ汎るﾡりにﾡNて利 子メ上の斜余がﾡ

芝から生めムご ねばだらぬ ・ え※のﾡKも利多版入の可ﾡ性は 
工 ・

自己 賀迫 に がしても水一っ の政*X 浜在形笠る・ そ』は※的金当 

基済学の2 腸で もめる・も し※ﾡ価ﾡが ﾡに袋E=ﾡえの"る 

s o ば収益 アﾡはこ ﾡが ネい。しかしまさK区の呉にﾡ しマ 旅業 

御預店には「泉がまね来」と 一ﾡﾡ及べ由産物の校登可ﾡ性 の割 

ﾡ」が行をし てハる. LPがつて係走的定Kしては命本納一

—— 起期的 ----  次益せの天良ば過用でき高1・ 目 的京 のの 

ぶまヒしマ ・は「生値性」ゲるろ。L2ww。2 に田氏堂ﾡ向救務に函 

黙レて 「林ﾡのﾡ済性X威として生虚性を用っつヒ」 を星認した ・ 

杯ボの愛島引前は区K *の自築 ﾡ性&か ら生産性W ち不材料X隊命 

収及びその他の用のﾡ攻にある; Cn Kつハマは浜か税さ の埼

イ/ス> </3)



表で再弟し よラ・

2i らの坐rにも ﾡ的径巻経済学 の叙科者 く 例】: ムル必ー ) マ 

ゴ「株来Kﾡ皮子もの」以外○も の2 系ごﾡ団 してハる ・ 生す 

全な のo経ﾡﾡ3ﾡずしも妖字師に花=ほい・何とばごの密 

済的にほ々 除々 ﾡわnれるハら - Cの杯な井扉 不確美性は r 
ﾡ的:ズ動校ﾡ 土ﾡ均ﾡ的 ふ末」では当災で ばほかろうか.?

次益ﾡに休來のﾡの中くあマ ほ全 く 「里 K何々の 短断 的なﾡ災、 

e フ13ての該=ハる2とが=るﾡなﾡKにﾡ憂しﾡ"天ﾡ 

である- 私のね盛ﾡ諾ば。 彦め の下にﾡ生=mてI る-さ高 

「杯*KIる他人役金が如句なる程皮生工ﾡ や 曲 秉. に-が 

けろ杯は役ﾡを誕のらnるか ・ ご し マ ス利引もﾡ如はラﾡ 凌生紹 

ﾡ性の- 役前 X及り得るか→ ときうつとパ思にはる。

経ﾡ —— 衣術

経す' ・ﾡ術とﾡう 2っの枢令に何らかのがﾡ貞在忍認する 

ものでもなく 又従戚ﾡ係を示すものてもな1。 Cの両校会r ょっ 

て v. acce が送 た旅K 「日ﾡ生活の一父のﾡ又くすすろツっ 

*ﾡク が本愛さ 1こハる・ 両桜合 はﾡつた 「」を将っており。 

径清性は「々パ外ルで埼ﾡす引ととな来める欲」K又放4は、 

「合紙法め名今番し と して ―— 各数のヌﾡによっマ ―—彼求のﾡえ 

と係証する好力4 況をだしマ1 る

U Z".22と二全 は「校然とは近当ほ零秋によってうる5%4 
ズはﾡ給材の 請党の常 に4- 二、 互2°にﾡに効求 さﾡめしz ・ 
ラ 2t 4e,a&cん&.t m 5 学 室念プ・」と表てI,マ ・

(/乙)

こらrの ﾡ術 のだ念合規走と ﾡけハばﾡ:

5o夕ax花 :一犬のﾡの生旅 の感K台手 後の et SysZem
く あ る ・

Sc&っabEar : 人 殺が外 郡前ﾡ文を人級の百ﾡに 従 ゼるKに 用

Sef&4仕c : 桜新 送2? 3t4a ぐ力3・

政近. Nムムな曲/ ば次ﾡヒ経済の 差異を狼河し て「桜術は 

。ﾡ才前各の性0ﾡ営" てあるが盤済は ・意体Kする主体の利生 

声係・に関係する と2マいる・

従ポほ々 点林 以は場の 昼株的 ズ d径済的ﾡ定日的に よ っ て糸べ 

自紙と支記でざろ と他じマ 未で が堂示波新て は軍 に枚系云えの可ﾡ 

性 をイ食う 我 に 自 気 力 を 「ﾡえらnた2だK定じマ 拮び、 ョつヒ」 

E取う ざワ に透ざない. ﾡ区がﾡ動は 一 の系林双扱ど系ぶ少生 

ﾡ経にま って合合 ※命 は「でるﾡり 承巻 o 本ボ→ E 伏証す う2と 

2誕ん〜ぁッ ・ ス次ﾡに衣々 はﾡ統株茶区てな符前ﾡ細の央受に 

好チガ している. しかし<2 ○考え らnばさらY 経済向 は「但ﾡ 

くヴ列 灰*裂 )ょっ て公交及び未体、有者べ彼末するが種、 

和を6めr 走分長体協材武で係縦ぬ C声2て32 とがで= る か 

どうかときう2とごあう ・き1根えn ば個 ク の 場合 Kにっパこ は何 

か*n 外の セ の式る糸休取衣い と本本構域移が —— 自次法期 に 連 

Ktすに-------経ﾡ目 ﾡKにﾡしてき のごははかろかときう2と 

こあラ.--------------------- ； • . •
・

系か叔術的ﾡ型百のの 暴定に っいこ!ごの 経的合 百 納性べ入谷

や)



K検盤 二hばはらね・ ※る 衣術は もしそが送の 済然放るﾡ米 

を有す るあ合rは一桜化が汗二ろがそハばゆずし もﾡス命に経済 

的 ﾡネ Kﾡ合するとに及らず ス時と協合に まっ て はそnが含※送 

创翁く 生ﾡ教 )肉係に反する っヒさえある. 似に桜術的ﾡ系べ官 

ﾡﾡ各的秀ゐ ぐ 経浄ﾡ考る K英いてハる呼でも ﾡ々の地ﾡ祭ぐ 

ﾡ済京族の 下で「ビハがきしく用するハビうか」とかﾡほ -2の 

ﾡ術的 a 置 2取止 » て 何の 名化のﾡ証と委とす るのごほたハか」 

ヒ 老 ラ休ほ幸べあえ ら ばお o ぬ . 絶営錘音 字 は 等の 同風K有 

えるきとカる ・タえ ば 須を材 の 俊 ﾡル と生ﾡ教がに まﾡ づ o 
パ た生林故郷と oio「枚衛的か のﾡ及」 に従をす命 惑ゼか 

ら a和 ざハェう・: ,. ..........

禄柄 ほ「日常住汚の向型ﾡす 倉気 玉則によってﾡえら正知鉱」 

る示し 後ﾡ s 「彼末ヒえ又の前の調和を正 る C と」と々味す ろ。

び. Goxce よつて示さ そ本求の核新と経済の 内係ば注目k 
伍す ぎ ・:-------

/ 径ﾡ/よろ衣術の求ﾡづリ く Fwndaouewイax2xxa )
2 の段階で13 - 似命後清可 的が示:nる. く :型々 な材ﾡの 

健 ・ 貸術節逆 びc 物武的』え の 確係 . 条がﾡ産 の 羅符. によみ< 

さろ Fけ高登幣毎)

-2 校術による径への ﾡ報ﾡ供 < Jnfuaxouzcon >
教らた 経背 計 あ に基いた 「愛ﾡ株木 のぷえ の決足、 ラ至 は 

衆株有者のを市ﾡ能の次現ﾡ性のﾡ平の次た」・ﾡの後血 

継性のね行のﾡ足

ヲ 後清•-よ; ろ.拽術の 方向 ザガセ のxo乙gみ >

2の年にけろ 兵林m 有ﾡの 別 5欲木々チガ有の便月を書 

いe 「好年夢さ』る怪をめにする 条本竹石者 の&愛の 

史

a . 我が rよ る1済的意四 の 天行 ( 2ecPcacexca )
条林A有のﾡ洲は殺空及び ネ服愛 のでさる戸けよ央変る 

ったﾡ々のﾡ林 技術 前及以求校衛竹央行

矢K上でにﾡ済行と 投ﾡ 総 こ烈2の^べﾡ当レて1る と ばﾡ 

あはI; tしろノくのくが面ﾡのつとそ矛え。 ぞして行っっとが替 

ﾡである.

姿済師ぼﾡ と叔術6 8ﾡべる< の桜人K分けらるいるﾡ G は 及 

新回さ ﾡが彼 の 「ﾡ々ﾡつ ・るの知ﾡによつ て経径清推当者がﾡづ 

かぼかっ合 F継は後済日t」Kﾡする区高ﾡは不岡忍Kつる跳 

引するcヒ が行 n る かも丸n お。ス他るるば そ#前 営 にﾡら 

別 e点有有ヌ は 芝 の 病理人 は衣事ﾡ によっそそ。 合べ送ﾡ前 

感由ヒ 桜術ﾡ合 目的 性を検登 =nE ﾡ営経をﾡ を2まする・

L 経済1 ヌはL 技術 1 のビちらかーオ の銀生 Kつマ 論彝 するS 
u は緑岡 マある。何ヒたn ほ. 範滴的 思惟)オ 常 に 「桜者前 Kして含 

ダ法以的な る ﾡ」kよっそ導かiる ち のごあり、 ヌ衣的す型ば 

-ﾡの役*危足にﾡうべヨも のであるから。

ヌ敵のcに っ d&enx み&e Tecんo& " とか

Qc&スM& とかきラﾡ &べ2 onるか Va ばそ"& 厂 一足 Q 目旳 

參覓ずを急にごし 当 リ用り ら川 う叔約4マ電性及び投術的手般 そ 

力ると芝ﾡしくるり. 林来くﾡのﾡ後との町する賜合 に3・ 
。Vo。んユZ。とんしX ・ くﾡ#め炭ﾡ) と呼ぶCとがで多る・

(/)
(/フ>



例: 「受ろ府巻株地び安ろﾡ種がま ご評財に ﾡ狙づ! onれるか予ほ 

二 陣防 を *うにも どよ永夕命ごみる-にどよ*の 休ﾡ &※ﾡに従関 

するか」ヒきうmﾡを解次"P ・ずた ら»時 求々 は遊レ きりﾡ用府 

ヒム盛を出めせずKセ々た VoczとA。 交あにﾡすろるァ
然 サ

ろう・もし 農家的及 めか効■天 防で あ引とﾡめるﾡ、さら 「炭 

米生産必の収をがﾡ用応じだ入を係証するか?」. Fﾡ料を 

客めに調空す そ 「確性がろ ラ*?」3ときつたﾡは優済命向 感が ウ 

球=る ・ そのだ花にも「小 さ・殺画 で経合t マあるとﾡめn だも 

のが大 面え rつそも同じ ﾡ采を歯ﾡさ せろか? (ズばその か 
j

?) 」 とﾡうた Cとが服< は 考 .

一だの月ﾡを確係する 総に自マ な 技御曲手段 と可ﾡ性がﾡ さ

狙 る 聘 盗書故じ控によろ 次足が行 ケnれ る ・ &との念w〜 AcoeP 
W%4oc は ミ てc&とac&e &ooス& " ヒさうﾡ命をﾡ Nだ. 

愛する K本終ﾡ客性浄の申も一つの 2をc&っc&。

a&uc& "ごめる・

次r仰2の場合にぴ"< 桜術的感 ﾡ と 経済部 g唯の ﾡ係 k 次史 s 
えうものに L を の 径 滞 的 み 摧 が“唯一 っ の深め on e 波 締#&」 

にﾡすヨのかはは「*の 桜が ﾡ条がジ女の術め重程の- 構庫 

aとしこくヌほﾡ命 示列 の-及とレz >やめ*ﾡ導命ﾡ※Kす 

るのかときラ 面 殿 ご あ ろ。 さらに後老の場合に は 々 の 行厳か 他 

の「とn r ﾡ空を有 すうかときラ 商ﾡが付っマ N る .

例: るﾡ大があ ラ休がm有K ﾡﾡ者と して歴 h<毎百 赤株有

合 のお示 K 娓って 仕率 に従率 レて1 マとする . Cの桜央Kば○の

春次整 学 の 任済•的目的鼓 虎 は 始 ざ ギ こr1) . しかし ビの森 m 

相ﾡが彼と同 じ 途ゼを し ヒす ろ場台には ○の本な所有者 の注活 

釜持 Kする夏起ば仕ﾡの目ﾡにびっ < ・

今4げ= 评= の掃合に き 仰の 内ﾡ町が ﾡさ』る. 大部 

分のﾡ合、仰々の を求行 ゆd悠の 営素行話 と o頃ﾡに よって ・例 

えば広木3処材取ﾡヒ従合してめマ ) る一っ の経目的 を全は 

するクヒ がて ショ.C の考求 はをき枚念 k ﾡじ マる。

F&xaぴ2eCェe4 ---- FocaズcxイacfePdao4eCzce8
#、系«老 ” ミ;

は2 3経客を F式る 一足の 扱せぎそ r ﾡﾡ K行m良その 全株 

としては一つの 共の 百曲を登求 してハる 放梅ﾡ登種ぶ o『総ね

又は淡合』 C 5a2在&て ) であ3上 とﾡ所し でハマ・

Faca乙.cc&M0乙スX。がしこ。8 は 宏 ﾡ-K「糸林、ﾡ的ﾡ程が 

自 出処理枚利ﾡ の森休が系休注企物K ら た 一定の欲来の ﾡ 

をﾡﾡえの旨向とﾡﾡﾡに宿互Kに戻ﾡし1ら継ﾡ的に行 る

• 系体面ﾡ級率 ッ」を 意し ※ に「※寺の く そﾡtにで係づ ら 

m e .桜ﾡ白ﾡ合の 全"」 をも 赤示 す. フゴヌ「株求経 に森 

株石 の年内 o 継就的な欽求太足行破 の- 単ﾡびあるとき う二とかな ぎ視 

C の立合 に は ミ 従ﾡ的ば"とき ラ ﾡ数が その本 夜る ある ・ 従っる 条株 

の継号 ・ 受村 ・毎自の仕甲が系ﾡ生塗ﾡ裏にﾡ属 しており ・ 2 
Kよって 収ﾡ の 反 裂が係証工 nて N る 事 か前 ﾡヒさる・

光に引問し f例 で あか労 右にセし 彼が 現動的 Kその 条株部 分 の 

中ぐ林木収ﾡ と立ﾡKﾡﾡを有すろ 分也 を全役的r行っ て ・ たと 

してるまだ2年さ。 を表して3いお ; 2 つに r-火の微本

(/か> (/



G じ たほﾡの正 ﾡ4 に 酒 する彼 交 的 自由曲理」と引う符伏か夕 

けごる. つのお似ばﾡが条有番& 符扱 ける- 工地長えポ

杏々久不*有の手ﾡKにある本林めﾡもか休不ﾡ芝とほさえけハ ;

2の帰合に ば糸ﾡKつJる 湾Eさnる ﾡ求 の継ﾡﾡﾡだのﾡ符が 

タけそあり その&永は 利益ギ の 域一回 便リ Q ﾡた にな行 プ 

らて ・る ;C の本杯財は楽経必のﾡるあうう. 本収益述 

考 も示系休所有有とは受った性夜をﾡっている ; <の野ﾡは

彼が山収盛区と核ﾡ谷とし z の 彼の 耳 的 て 利 宙 し 置すリr泊 

iてﾡ不登必求意の-ﾡKにざ高N ・
休木翌 ごのﾡと糸休竹有の夜6は登し < は,3 ・ 往マに して 一つ の 

歌族 用 召 が役っ か の 林来後営か ﾡり立っており ズケるは 

1 < っか の休竹有から ※ っこ いる永を区ちﾡくハ ・ 前者の 

経営のﾡル し て は大赤京有の Fa。ブZa の Boxンcke が本げ 
客林各 名区

の川 - 祭舎の例とし ては W&月条〜*イそ62ぐ1-3後33名32&/% " 
が今 らる。

経湾命Fp2名zZ8n のﾡﾡもか、「本林域術がﾡ程が不ﾡ動に行め 
本素経客

れろ は 系株戯産→ のそnとみさき ・ 例Jえば"点表係義株ぐ 函難た 

下 の係な体はルす し も依料 経客 ヒは参えI。

22で2 の槐,容症圮を再び、国氏経 清学 Q 故科 皆か ヲ用して夏

ょ ラ :

PんとCrrevc& : 状ﾡ面とﾡﾡ面Kに基1た一つのネ統的く非一 

解的 ) 生確活動ズはぼ末活列の外番受 象形 

ﾡてある.

AUo8/ 4a% : 波約命、 従請がは堀付ﾡﾡに-定の求年

(の > 

安マ"る公 は休、平 記ぐあ3

いz.....xoecA-5yムxc: える期或又に一群の財艮。

fece? ス3この名0
に rざの手ﾡの全な」がお4ﾡに4"向単位を 示

ォ來に 4m= n < ・ ブ及術的手钗の全体号 あ 3 ・ 
cﾡがにZてもな)後る武位は台ﾡﾡはそき心ﾡによっマ 「テ 

後便 同 と F桜H用が全ての昼権にし <信空的にもか統-部に召 

ﾡご4てる」ﾡりrける一や C万る-

= てゅﾡ経3の不ﾡ前念佐特«と し 乙は次の ﾡ羽が季げみ4 3 ・
, 各田の理亜c社す る 技 街的手観の ﾡ#四菊合 ヒ休活 cCば 

木ﾡ命くにヒつては一eにの不術ﾡ米縦区」/肉して のヴﾡ 

・ 「年な収協面ﾡ」K肉し こぶ欠けている)

。自由•― 迎成の み新に 於け 学 財貨 の注達反が手役にほする なﾡ 

協cも経済めにも縦-前な色田の理く C は余株分物合にも 山休 

ﾡK若にもタけている特徴である )

ョ L一定か校街起程」又は 广 箔帯的•に向 じ•目的に很立っ てn三ー 

務の 技疝的遊を,の 継 誑 的 *行 あいかえ*ば妆術的返

ﾡと経清の受ﾡの｝の式厩性く 木の 医手 Sタげてい引 

ﾡ牧るあ る ・ )

今本げた くZ3のっ 経 き夜念 の ﾡ数ば ・ Fac2ス.-xイュc&oP2- 

んtuo8 ・.生「ロ木の状だかみ く同ダ- 有不成スﾡの常 に* 

.oこ。 な本ル表が= wn a 示が有 rもな用すろ

6 的

< ビがEし ・かビっやときう m履ゲ 生ずる ・ ♦次経座 尊 W " ""e 
月糸株有 z . aafre z" ・ wんる"条ﾡ後じ ・ と 区例 してる-

/zノ >



ﾡる有では木太にる —— ノ回ズ3攻に分た ----ﾡは四 

侍=n るがしか し ﾡ命 高生ﾡし収益の学案く4mm。7 のきう。生 

産手後のﾡ的入と生産ﾡの盤ﾡ的ﾡ法")が夕て1»る ・ どmnば 

「内那ご手桜の俊用と 手役のﾡ金が箱ﾡ的に ﾡり合っつて1るの乙は 

ほ< ・く前の今命以上もﾡてﾡわつて1る- 従って1のゆる岡合 

各客は < Forcstwtxtschaftbetxceb"ビはけべa! ・ﾡ々ゴか 

る経必ﾡ , Ferstbetrteb と呼が.

個 ク o 休休ﾡ分3「そがざの状えく 例えば次々林の初さ状え ) 

K従っるな生産物の益ﾡﾡ収ﾡが可ﾡであろ時」 の 

Focstwitschaftsbetcieb ク Kに通し て1る。

係統性

ク係袋性" ヒき ラ夜合ば扱野のな林茶 の 室 態慮を不す とﾡ』r 
条本径を手ﾡく スは所有 唯位>の 内にﾡけう林末元こ行&の「ﾡ 

え向 s < 行ル 州 マ 1う箱区」の経老ﾡであ引 .

係金性ﾡなによつて政房は経ぼﾡ内保がﾡﾡさ. ﾡは及衛の

時係が強 三てき ・

採綻税谷を 翌ぐ のう径名看ぐ径営解済野ﾡはﾡﾡ的念味る用 I] 
こハる c例え ば いe2c& ・火・ eoyeそ C H&て ・ 麻牀. 経. 理 

すマ は 前め経老と保ﾡをﾡを 区引・す引 ○とによって ﾡmﾡﾡﾡを泰 

新し同時に C のﾡ念のﾡ かKﾡし たﾡが し))yろ

nて1る・ 徒命収及河ﾡ性にﾡけるかのﾡﾡの確係は「スﾡ河性

K沿いマ相多に荷たし合ラ 以った領分」かめな ラ 株林望 区の番2
< on は一本2 く妖る: 択ィ らrるC とも*分 房っ7るC 
ともろ る)→ &桜えす 多 の ご係4金号 の感亀は 法休の枚会 ヒ ﾡ ◇同 ・ 

=成ュnる; 多<の 残休安 I n ﾡ; ゃた 的 *ﾡ. 高 ォ の 

ﾡ念が「波正ﾡ校、送正ﾡ ・ 法 正杯分ﾡ重・ 法正令級肉係- を示 

$経を体<, て o ナﾡざ iるとえて っく 2 の考え る は G. 
kea によって もか示= nマる)・ ﾡ商的局所ﾡぬ的京保 の結合 

さってめて 「係品性ﾡでを以んだ枝前径有命高ﾡかﾡ の 

従一が美行る. しかし 係ﾡ命" とﾡうﾡ念は <歴々きめる 

ﾡに>z ﾡ済放 ・ ときう桜念とﾡく 列 > さnるも のごはなく: 

と し 株佳 は ﾡﾡに談定二 X 右 任物 左 確ﾡを良 け ずに 」つごも 

ポす 総の記蔵卜のﾡ物るも ほ ・ ・ 休*経済孝ほ「か o,5fnZ&cze, 
のきにい て ﾡ紀与あラ・

「氏う糸林をﾡが長1ﾡ廊にﾡっつてﾡ可ﾡは派分 を西ﾡさ せる 

ヒきう だI マば ・塚使出" の ﾡ念 ほ未だ不云分である ・ ピハだけご 

はは< 「紋求と 走足の細和」の 武ﾡ係件がﾡだ =んばほらな ・ 表 

・ ・ 系を "を4ん合をと一 とまるまでき24々合 

を「>年とのxﾡ週常性。をﾡ調した C.H&乙,の泰によら 

ず ご引する; とはn ばﾡ々は 経済性 の系】に従2て 荷よ 

っては 念数的 に年々の ﾡ求起常性かみ離 必 ねば なら か ら ・ 署$に 

政も大切ぼは L 森林 所有 君 が白 由処理可ﾡな株不 首表を利ﾡ す る 

方ま」ではほく. 「キ優しﾡるが向K 肉 して彼*とた足のﾡ和に係 

証在資えるCヒ」てある. そ2ご次のた桜商が乏えら立る・ 

/ • ﾡ木 K 材す る等じ ・材ﾡの収父▽ﾡ性 o 確係 ・

z . e マは1(特価価 の高J ) 材ﾡの確係< 2 i ぼ条使ﾡの神あ 

染の桜格で ある).

3 -足の坂入&が「ﾡ支 の不利 おらざる 協傢ュ •種集

z 彼来の槍大ヒった 産ﾡの効米ぶ給付とﾡ化 く <n呼ﾡ

イ ) イ2 >



も 正さ係能性るある )

赤考の ヌ京々な法冬 の中ではﾡづ③要求に ホつ て保ﾡ性承期が主

ごでゝJる。係読性 の在済前ﾡ冷内区を 振も よ < 規定 しこハるの 

は と・ Haそ在ca ご あり彼ば「各孫株 督 高は全て の株林を『考 

孫が麦在生写 し マ ・ラせが多 受してまヒくも 同き の利益 1
Roo〜

を赤休 ら油去なヨラ ・様に経営させヨできである ヒ て小る-

Hacあ の宅う e&cwu2クv-e。 み乏/N と きうき未によって r全 
" 引)#の 羽 長.

このなり好る 欲 と税 用W引非名にﾡ々たﾡ来」 と含めるはの目t 
が<え分に祝=n マ・ る. Hox乙a の区合は 益的ﾡ性にも 

衣術前射ﾡ も<nて1 an. 泉法 で a 市町 有 林 対レて 

「生長盛 K 応 じ ﾡ回常協年 取彼」Yよって 条 と 規た し z ,)るが 

しかし その英が終に5なが水ご・ 不利ふﾡこる 受着 にﾡﾡと 

ラう孫は本乙 取2 こ ら nnゴな らぬ2杯場合には ただ外ﾡﾡにの 

み銃由べ係証 =て)る に通ざ ). とれrほして /ox乙 の理 

鮮 の 如何 に見金 で あ る c ヒュ <

ﾡって 係笠性友たを 生長、 杯量 . 今ゞ候 ・ 本株神堂 の 

で
秋诊校 前 イecと-ス12ユtv だﾡ ろうとするつと はた手きらで あり 

そレこ スﾡ*景女 c • みcZc2e.&4acffziec ◇ ) 収列 、

I< ょ う従後ﾡ区済ﾡ皮米報告も か不な分 こ 

よマ 長期Kﾡろ 「〜ろだけよハな

e+4i23cec4ouu-
あろ う ﾡにハ ば 2 お
衣ﾡ足」の麦定か 灰証さ 方)から。

準. と Hacズっ がﾡ示のゆの <馬ﾡの利表" を発調したﾡ ﾡは回 

た釣 は沢ﾡをﾡえてかった・ 花さば乙 しろ利用及ほ ﾡ中 

K 西ち送の都隊の マの2した欲求に 同係っ ご評すで さもの 

である: 株ﾡのﾡﾡ性の放に林茶の係先灰でもか欲ボの本化、ざの 

切卓性の名ﾡ,後ネの ただ K用ゆnチ* に今せぶ はふら»・

・ゆっ <支正同 ”林分 氏 が冻林X 越 に 内レて 経営目的をﾡす 

るCビば○の委*に及する. ;係をの殺のRcんるクヒレてセ0, .. 

ロの叙求Rが手桜〜がすっ校ﾡﾡ頃定の継性が愛め る・ C-うき 

ラ水初から私 ば cんc. "ラメ〜 の&6ﾡと < メ&c&oc& cc - 
そ&ecズac&n Facaxavc.c&なゥ )に災をえう. 法 正ﾡ 

く+ﾡと番ﾡの 法正 次態 )のwmによっ て欲求と和業のﾡﾡ的及化 

えの/Yが慮をする 「不確次性ル沢がもたら:れる。私のﾡえ 

で に経名百ﾡと後名な浜 の規ﾡﾡげば ﾡ「系株有 替K<特 r*分 

後清民がﾡ#資ﾡの 刻探る> 函Kの今日 及び将素 の公基に ゅすっみ 

ﾡとみし こ いるう次の表務」 ○r係徒ﾡ友会 Kャする受べの契数...

に反する。 ョ ・ミぶ

依性夜& は長ﾡ的たﾡ縦羅係の複疑から課さnnばなら め;

4oaet oﾡ合神ﾡ3長術的提ヒして全くそ当ぞカろがんズみ 

の「す添のぬに でさる ヴワ大= い利番を保証するとビ」と ラ 

急ﾡシ水入切・る、めマ・ ..: . ミ.

Aﾡﾡを は そ の経営波行的ﾡを内ﾡを殺鋼 し< 1 るがつ.つ マ は、 

ど の そ済 前ﾡと効※ が侵 ど ばならぬ。c W > しか し森赤 、 

経理に恐マしふ祭ﾡ性の経済動が何目的はﾡ守二んば白らぬ〜.。 

作ビ常.rか休ﾡ理、の林あべﾡ整 森株a査はご「夫名 

ﾡ2レﾡ キ ごはほく・ーっの 条う的 

及がで あるから. __________ _

(脚全主) G
が 性 は Bwaddoz の本林経理てもA中じﾡるでごある。朱林ﾡ理の休号性

(ン>
()



ﾡﾡをたに全辞ﾡの ケ としフかり ルﾡま しめる Cとをル器と 

し <ハレﾡに も し%ﾡがあ る ﾡ念 に3こあczq を«条4 
噥ぬ にﾡ分する ○とち受しする. 保続性確係 ば不叫ヒし て本 

所有全体し 肉係を有す る. しかし 保 の 1c するにはあまリ<も

大翌す ぎる糸休村 がほク ある。保鋭性確係ﾡ位とし 2 ば 大ﾡ(

区がりﾡ) 於る管ﾡに じたがる的ﾡ区 ・学茶区く 営林登 ) ・

BoCoCzcez夕d?de .. 、、、Bozz2eEa8@4oe
縫整絡 合 ゲ甲)り川る。ゆる 1*來ス は

像緒 ﾡ係の最下のﾡ 伝近形2る .

煙能 3 Boovtox. Kxば〜 ﾡ及 0) モ 性" としそ ズ ・ﾡﾡ" 

木 収菱 6 pぬuox、ッスzンルeンイ , G&:c&map , する努カ ・ヒ、 
不/ 互 ﾡ 内考

て n て ハw. しか しﾡじﾡ必は その 枚倍を 「ホ株 "営かゥ 系 

株 F 有 右求 r ﾡ』的 Kずるこの ﾡの利益」にも 内空さ せっ; 

政さ s < の枚急と受K 2 解 しマハる 本夜ﾡ Mez8mz& ば 
特サ *

rルム が岡認 ﾡ供て う老②クは効明の 意味」で の 本の伝々 
み ﾡ

力乙ある・ ﾡ求 ・ﾡ 用 が 考ま杯する < ともかーっの Eﾡはn

ﾡるある・

K4at&c は「林求 政策 t 経営 をす 、ﾡが的 計』の 有核 的 肉平 " 

はつマて確係さマハマ生物ﾡ命にﾡ赤林。一たのﾡﾡ、毎耳竹め;:： 

る休ヘﾡ送、『点木株分どﾡに位の1)分のご愛』・相さ 

の#令坂な、 と*の /r火マ& を強調した, ごの悠にっ"てd 

Poュる。. 乙つ&e. ノ2クラ H.タ。 5/z0x の 渝文 を 笏R

ィスの)

作求故< Becンe&o622odenu )

麻 平盛ﾡた ・ 求系ﾡにﾡ けるつ の之な の彼用は 一前で弓 I) 
がCはﾡし む rそ りな1) Cとてある・ 8cZcc&a&2ed2& "c作 

末役)のu%Z2u は=しぢり 「何らかの本夜的/火ペル4 
をっだ出営初分 く従為的空恒)を 『工木状でスはと%金鋭だ"84"タ 

の殊性』K従っマ M の 往名ﾡ分 から区3す T - 合. 一 

aイg4a夕」a &味す 3・そのもの自かヒいて 

s34-ka4a-&vZZこ. の動けよろ「ゼ銃性の2領→が= 

n る ・

ネ休社岡 の 目ﾡ力にァし z は将に霊部引的のﾡ裂及がえの差ほが天 

成2界えっすく科群潔種, 杯型学による )经常够屋の差異が木頂 

徴にﾡって広つマIみ0チ及び経済的に名ﾡを神って1ろ時には一 

っ Q 你未我彩以 か、也 略で める・ 比との前はﾡに施な期の不内一性に

マﾡ立する; KンoAoxnxctietou るは系材ﾡ・ﾡ不 
マ(" 事 業 区

※役、大ﾡへ (ﾡ里材) 作茶末改が&5 2m づろ をし ミス他 の 手浜区

るは2 の p&oZon&Sc c Zoとuc ceine 4
旅 木 トヒイオ・ キキブナオオ・7 ナ

ァん. ィC pxcA& く但しﾡに Bzcf。 が価 倍のみ用をび 

। た ト ヒホホ

及ず る) 2イ.) が作末 扱形 欧を ﾡだけ る ・
太 c"

余株後理で は-2m Kﾡ』して1 る右ﾡ分が係の的互世常的利

用を 佯 っそ港丸 らnる時」る支は「互つ て-プ° aシで 規定= E杯 

に全体といて一たの 商ﾡ殺を次えらm る○とY<よつて食愛方の ﾡ選 

のな収ﾡべ確係= nる時」に余役の形成を契める. 又式っかがを 

ﾡ多者 は株ﾡがK列々 K 確年た= ハa1合る も < その状えkに従

(ユフク)



フる 一つの末等1走をﾡ笑すつ。

し かレ Bc名ンeタスパギwa ヌ はごの化の 4少 c 特 r 赤林新価 、 

のﾡ列ほ巨曲にし ても示本3の分ﾡく との百内のやの余役の 

教定 > が合目動 t5マある・ おた例調在のデ呉 とし乙 のブルー プ形京 

は表支々が仰々 のみ登の病段と是Kし てﾡ用するﾡ問よつ て上| 

三nる・ ﾡﾡﾡな求報の形政は騒2「ﾡﾡの感のﾡのﾡ大」・ 

「どの を区数行 K受すろ 高1)引ﾡ良ﾡ」の&r ﾡす 3 ・
伝を性催妖と EそA4aイ-*～3 ©2名手ﾡﾡ言ヴ1は「*。

A..～そ益4 べoとる乙*の込ﾡにとして獲2m\F 
ﾡマ方番=n <いそ場合」 <格めて さ nろ ; ¥nれK対レマ 

系株官のﾡえがﾡう . しかし糸林後ﾡが政采来告のﾡﾡとレて用 

らっ 場合 r は水求役ﾡ区及がふる cﾡする広 な委ボが教 け ら 

同らウ.

ユっマっロ シぞの 余休名 ﾡ成で行れ < 82e-ac2名どk も か 

ﾡ ば EとZ2全-後4ade の - 種 ごある・ 経ご笑験 く例えば天 

※受の5み7?2 の花条契験)ペﾡ形生長ﾡ前にでそ土ﾡ区 

の入 央恐はﾡが設の形政を動ポづ っ. ○ グるか技姉

• ・ ・ . •
釣 ﾡ奈翌と ﾡラ) 2 置が 低征的皮求校ﾡ K 従っ ・ 製換承ぐ 

ガ 赤林評価 KI ても日的 教定 Kパハても 一つ の 新 ほ桜さ 

潔じzハる。

ミ企家、 のﾡ念

後 海 藤 线の目的 の為 に 一次 の 所有字に対する2客のﾡ も永甲 

1)らろ . み数のﾡ銀ﾡしくは又ﾡﾡの°せが企まの中にた一さ 

屮 る . 人々 は< の経営か はユっ て1っ一屋の頃有2理をほ会 

ﾡ林茶 の企求ヒ のすぼ うとするかも和ウ1 う * しマヌ忍有につ 

ては、生活共同休が処ﾡの c非休来的 そ営生含まざマﾡりに1 
てd&面殺と 企太面戒ぐ ・-区すっ などヒ き ラ 表ﾡを使 hっとす 

ろかも知mぬ . しなし微K屣ス仍権清的辟をが ラ企鹹ク ときる和 

なのﾡを= るか、、ﾡし くば"行な2ﾡﾡのも ヒに そが可ﾡ 

かJ ときっつとが向ﾡごある。

- Lnスxufzwwnダ ヒ 、-般的 ic-「m有ﾡの 次計か ら 研波さ 力 

た . ﾡっ て 営茶命に雅 2 し Eﾡ済係. 西ち ﾡ今 によ っ N 冃 少々 の) 

ある ○ﾡﾡ励ﾡからってハ客共前位コ ごあろ-

c、- ﾡび炊の枚令双定を4げる ・

p&en.ン& : 企本 とa～後きの中 こ・桜資 ﾡを応°利用 

の初央の下にﾡえらるノ経感ヌは往芝料"てカり 従つて表々 

パ 企来" とき うきを問いマ5をすろ防に は核術前 宅最に つJる

あま り今えずにじの中r桜資= m た後達ﾡの命 にっ7 て 

»える。

レ G今cddc は ・企末 " と「ﾡ利の継ﾡ竹行ん」とﾡ解した - 

(同時には-ﾡを" 2「塗ﾡ納た 行例程 ヒ ﾡ神 し> 

Goxce Ksnば <企来"に対し マ ク 営利 の 我 G 窓 求構神 " が示 

ハzハる. 々 は企業を.<と和経有の ﾡる 一定の誓音目的の 

央行 ・ とほすつヒもごきる。

ウル6 は 企求の中に 営利清の <負 出契3 Kに営 だ )征E式

(み) (2夕>



をなのたう企為ば「ネ未 -<た 行ち にﾡさいて存任しマ I) E 
個引冬済」の「老烈 ﾡ済部行ﾡ と商 済ﾡ行 はえ の前」r 
よ って 生また- 条は ごのﾡ合を 釜おし よう ヒﾡめた がき科 

経済 iは企案K分 d し ・ 炎庭府候 a4ほラ「次計の両甚 ・には 

・ た ・

5o&zcそ はめ感利ﾡ済的2 ヒ を利径済的活訪の ﾡ 全 点ぼ 

印ちそのﾡ案 立をﾡ細 レた :区ヒ フマ は企求はﾡ本主4 
ﾡ登済ﾡ良 o ﾡ 済形 ﾡであった; そは<ダ求" ときラ抽ﾡ前ﾡ 

を形及する.

Aeaイ WAe/Cec Im 企 案 の中 に L就一的 は 企後者 Q 底 志が 、

亡 り る-ﾡ扱体」を認めた ; 々 は 一4生し た次ﾡカY よ ーハ 

仰初経清命ま係がみ圭=i •国民妞請に侬み必注 叫 る 特に ね. 

。 マ L 企 業者 の 酒動」 と宮うき策を用いマシをオラ- c2〜 

赤 次 計年 ﾡuの対立が注念さn てハる-

バ エルス6シmQ•火 は「表々は半非食み主家命世でれ何らかo 
寻 かい 少おか 大 ﾡな計ﾡべ必肉 ヒ 結びっ ・て 引時『e* 
納行 nビさう記を甲1乙新をすう 」Lきっマい ラ ・彼のﾡぐ 

< は永る目的里内 の央行Kに 関係 し たた下性が本ﾡ命ﾡﾡるあ a 
を 仇 か資本 主義的 営列性済 だ企求 ヒ呼み理マ あみ; "3全 

* を 資ネ 桜入 o 経済体 と ﾡ#す る -

とcイwX は企ﾡの意味を=らに2< ﾡん と 資本 主 後扬経商

卜に の怪役 c ﾡ求経室 ・ 休末をせ ・ 3 ) を= tr 
小さ 1)仰引経済では 企点命 課忍 より もをﾡt 深 国 パ 型 君 に 高: 

は企 繁命課慮 として 政ﾡ 唯 x は会性 の 皇ボモ 示した。

(30)

Px。 3～企賞。枚ﾡKフiて 「特 た行ミが不確たた動

の生歴の 時Kあ命 はものよりも 貝ホ 至 義的 企 京 に ﾡ く1証す 

る 目険 ( ズ は根失の心ﾡ2」の "eドマ4 示しF・ "
pxン。 は・企ﾡ"の 札令が往ク にしマ ※利在済? の花谷と

等しくﾡかnるつとKに注意している・ 但し出とのﾡ合、共?3
「ま計から 解改さ m て し た 営利経済------首 来-------- のサナ

を企来と配せる・ 従って企太は資本 主条的営利 ﾡ済の パ7ピ
Kくoeoo-tc 〜ある. 

力のテコ -

2の旅に浪 け ら ハ だﾡ を赤林従Y地用す うつと がキご l 3

だろう か ア. 大ﾡ分の ﾡ河ﾡ済的目的故定Yぷ 引独2性 く 群政 

性 ) の /LockっnaC が3 < の 森休バ盤に らハるだっ うか? 林率か 

資本主教前目ﾡ設足の対象ヒ して位し て )そかどっかにつ ・Jては後 

Kにﾡ紙す る- =しもり「林求はそ e 官 然前係件 に 能 フご企峯替に対 

する活ﾡ分ﾡを ﾡ供 し て1るかビラか」ときう Cと べ向題 であ引; 

企来の本要 に 反すろ 旅 な 種の系停がなたし こ1 なだううべ? 

ﾡ列はの洲品存前列を と=ら動ﾡな回 氏経済向和会 3「多くの林 

株経営が ( 大 所有 Eるヒ 小、所有 たるヒ を向わ ず) 糸林有有 の ぶ計 

と &権ほ南ﾡを有 しこぁ りぶ系人有考ビ公共の神初ほ欲ホが学 

に似立 っ林ポめらのマハる」ときうからまいるいるう こ ゴ時 

a 公炎的条林介有にﾡる . 又花七 は係狂林K才し て 13表休の登き

岡のをﾡえる.

BeZccc合。 - <aZcマa乙水 <ﾡ者ﾡミ PiZr-e& のポ 経 

済与のオノ恐2車) の 課服は 2 の 円服を解用す る若ごある。 税は 

ご の 製明を c っ乙は行のずK今かげたﾡﾡのﾡ古かい ' 企 " と き

(ヨ/)



ラ 夜急 の使用を霊けざ そにフ マーﾡ的に用1) ぞい ラ ク謎な g 
経区 とかっ 営径済 " Lか き う 枚合 こ用ララ C じにす引。

ﾡ忌抜。は大士所有香の 株栄径多と営ﾡき c例えばど ールﾡ 

生) ヒの肉係を秀え ・ その 向 の進美を発 屋 すぎ ・ビ-ル愛生所に 

ほ2次か め解改= nれて株ゴ全社々合ほ会社 r&化 し 学 らﾡ形会 

得肉保のにH］らハる ・ そnれに反してﾡの 森株任客が赤林所有 百 

翼区がﾡ体経ﾡにすう 肉係はさら 一層 果 たけあき.

休末 K従ける 営本夜会

此女 乙ば 林 ま に ける 弘主* 木材 歌を政 束. の 後本 主 旅 前%7 & 
に肉する全浄ﾡ方探にはロ人ら ザ/I「ﾡ別経清く、ﾡ本が す役ﾡ」 

と U う4を経済導のmA&途ずる ・

内ま ・ 林多 o ききﾡﾡは チ 農木 " o 枚念を あまり ﾡ生に・す= 

っ ;の牛のヘ々クは F*n が盛 あ く P 出 f9 高 ) ﾡ送か」又 ほ 

F愛aに 多内あ な終念四確性を神って ・) 5 枚ﾡ法か」と 宮 2 と 

さウ味せず 「株木請友A、注庫本、土法水:林数波本 

宿理本号- Kにっ1て諦どマる。

山株央をひもとく とﾡ本主義 納目的教定の 株ﾡ 2 の 優ﾡが門 3 ; 
比の 町の 返ばﾡ工ﾡ在 占役し た 復 後林業 え も 波及して未; マ 

ばずしも土ﾡ庄京にﾡゐしﾡりけてざたIが「枝ﾡ ヒ経冷構ﾡの 

美 展に 彩童 を 有する 報滞谛遍 惟 を 伴 って 扑リ ・ 林案 の 波ﾡ ヒ 白 動該 

えし そ すフて生産活動ぞ促 こハ戸-

ﾡ本主ﾡ が林末 に1) どんだ 政平 ヒ しては /a 世をの 請

(32)

Ho-合yKou27nucとz 李の木材楽右と ﾡ主の天同業が今げみi
・;に 8o。 年にﾡ有林公有をﾡﾡし こ分制しようしし色

由主ﾡ命忘向が率げらlる- しかレ ノヲせにほ土ﾡ収砂うのﾡ 

向 的な 突 撃 バ行 わ 讥 . 2○世認 の初西 に はとの彼浜 が「用セ酸はの 

自的にし て 回有林の ﾡﾡ前成駅をあめ よラヒしたﾡ系ヒ おでっ 

1た. 2o 世 に入ってから の次本主素命た何 としさは 特に 一 次 

大做校 パー株率 の 商栄 防衣彩・ Meるeはﾡそ2c ・ボ信原表流 

きを目的ビ し た ﾡ条がな げ さ ら ヒ') ラ 労物科 も永 分 的 

にtのﾡﾡ向に支区さハた .

々はつれらと 才決せばほら ya. 2< ご再が一後的経済すから 

研 レよラ・

ZシzcoCtnccK 3ﾡのも文 : Kan<C ル2必 K2nc在aCcooc2 
の中て 「そ のﾡ念規定の 不確央 ﾡく引く。 ・味を持 つて1;ラ <ヒ) 

パ初々の回戻督済泳の看有にのﾡ念を回企させている→ とぷで

て)る・ しかし 同足づ 芝n によつマ ﾡ決求 ・J・2学 記こがオオ立 

いてるがごのーフは古央らKにﾡレ -武本る ... 自媒及が 

労じ共に - 生色善 素 の /プルー"ヒして -生産さぬ た注産手 

後" と型ﾡす 3ときラ ﾡ色ﾡ定き擁ﾡし こ1ラ・ しかと 

AcuP Wo&e乙ゴ「注た= たﾡ手投13ごが画医を育的由 

産盤程K桜入さ m E勝Yに なめ マ 資本で あると ﾡﾡ <独ﾡ レ た ・ 

技命ﾡ味て は表々 が本 といz 総 してJう 生産 手徴の グル - 

プ°はﾡに 分雄 さ 川 s が し.か し経済前ﾡ条 て・3ざれら の差 例づた< 

なぎ； 今 日 「彼用さnた 必例ぼ 用さル 正ﾡ常 手役と 杉ぬ同ﾡ 乙 

カッ ・ ズ官※の生産力もﾡねマの利用の総に若しﾡ時手秋を敗

(ラ3>



妻 とす弓 -

c-て ,梃ね ・ときラ er よ っ <イト の ﾡ性が ﾡ係 かて : 

ま= に 休ﾡ の 生産』涯るは合※力 の利開 が壁大 高衣制 をして a 
るがざのﾡ リ* 於い マ例え ば水力利用ﾡにに 高) 反ﾡ桜をぬ, 

し も 翌求しほい。 メ呼ﾡﾡ合 によ って 天ﾡ授称が高 “ ﾡ問 ( n 
必工市: ﾡﾡえ 補植等の歳問 ) を号したり式 はﾡmと 由長の4 

失をﾡさすかも知ぬ ;そにもら す・2a -徴に天« 

を食ﾡ力の 利用ビ 呼ぴあ u 独ﾡﾡ甲 ヒ 因ﾡづI な 1) ; 自ﾡﾡ々日 

を利用す引前ﾡほ 登ﾡ教もか同ﾡである。わずかの復帯手孜| 

殺り にして I)引は「全て の太役さ 台由に使用びる 自なカェ 

俊徴 すラ Cと」を毎 n タハてる・

将赤の解形改 < 竹得呼者 ) の感列区済曲 目t 七伐を つた"n 
< 5Z2wz-ezcグaeu < Kav2 /イeaeて の互本枚合 ) と 

り て 「田 ・のへク が並産在野え 白リ有 価証分 r枚京 い たり すラ 

りにすみに野るとしこ救すﾡ休」が存在する。 C2kに杯木生ﾡ" 

長ﾡ性r 物け らn た林束的 宮本 ・< ﾡ脳 しzっ つ
ソ V ダ

ピ%イ受 */ -?13-8--合62そe? 6ex/3 z くAd Weイeそ 

が生ずる- しかし ﾡﾡ枚 ・ の 回ル加向 ヒ ﾡ益予た計 軍は不株央 

ある; 鶴由2理可ﾡな , Ket1*c " を造休に 投区レよう ヒすョ 

全てのくは *m ご・分えせ h ばた らめ.表ゥ はと の 信係動さ* 

株求 え の 宜本投友 を念双K ﾡラ c と べて きョ がご ハ13 - ma oホ 

本mﾡ全体 Cハ ば例卜協たﾡ合で あ 引 ・ 赤株m有 う計とA 

経宮の ﾡ合性がネ名的 ハ4Pイ型$4 とレこ西 が攻部= m m ・ 
2ラきラ ﾡは ・賞本 2 としこ一定の必名ﾡ在金ﾡすうの ご、 

碎) ・

< 『安る枝ﾡ』を持ﾡづまうとするﾡ為の 念定そ 引合 

にすやに 登さ 川 る ・

soucoxc と 5ce» よっマ< 的☆人ﾡ合 G PシLc&*..る 

-ke&eみu4Ye -久0を本受座じきラ云の解"も 

否定rm た. saら, に Jnば全=の 財馍 m ミi が後ﾡ収益の 袋保 

にPらMる と=Yほ本の性衣を日す3 ——・1か才』ぼ浜本 

とは一っの 営和 経済の ・ 東的 に彼 女 と ﾡ 企本にﾡ的基えと い ミ 

依セこらる aオ製 普ﾡの た通価ﾡ でお引・ So/2ぞ cよuば 

経済受部 K浸マ 営茶度虐が後2 し こ yメポ ・ﾡ本はﾡ oかに 「書ぎ 

次えめn 戸き味」(誠右ほぶを 務友 達 -・ 資本)とぽえらてあ 

「土地労物 資本 ときうラ乙分さﾡﾡ化しマる。文

z uこcイクu&xK も -onイ4x花 や Saz の 解秋 を とっ w 資 

本ヒばﾡr 安る財水にﾡ由ﾡ理和者がﾡえる求過ぎほと 

しﾡべマ ・ っ . 従フマ彼は立本を「永ﾡ1日ﾡバだ1 マト形を& 

uレ ・ 営利縫済伪 に 依用 すべ き 価ﾡ坂 とレ こ ﾡえの加マ杯 

な『M人c技滞益) の 後 K ﾡげ。』た資産ﾡ分』と理ﾡして

ハ P ・ 「ﾡ務をﾡる意の 全てのもの は資 とし て用!っ"3の 

<負してっ :製にえばーフのﾡ が浪才』に万っC とも弓求跡 

<るcともある. 土 労物レ対さろ 「ﾡされ た手

殺」の足義 は生企通程の枝術め»糸 のﾡの中るのめ意素を有す引

経市字的お泉 でばの な比をみ けラ 2 とは邪堂で あラ。何上さ 

n ば土地 もごのの 台ﾡ跡も ご 出 が利 費まの対 条と たりﾡ「ﾡ

ﾡ物ﾡ手徴と しマごはたく」用)) マ I 引ﾡ合く茨右辞ミ ア)

えば土ﾡﾡ京ﾡの 手中に ある土)Kには 台体か'

(ラS>



ほリ母ラかo。 しかし土は枝 特的 建奈 と しこも示「もし ご

M が貸 帶資本に +っマ 堂=n。 さ の簡値が武本 オ算rに ﾡ1っけ 

らnる」は 本 のﾡ姫Y-ある . 故无 こexしxuek3「ﾡ

受がゐ奈ﾡに収を 登ﾡ のにめら て }Jるﾡ「」 Kのみポ

経清が呉 っ報をみ調 し乙 いろ・

そクは 林代の資産の波本性ﾡ&判ばするP/つハのa区名とﾡ砕して帝る従る. 苔気 

み不 は「土ﾡだ区茶行の手〒K あ り.= して土 眞奈石の宛の 

中にある 時」ヒは緊もたと 本さ あ る . ﾡは工ﾡか トゥヒ の 

<まつこその企ﾡの系材料区深を ﾡ駐 する耳魂ご単地を頁占めた

にIは「赤休に天めら m F土」と「*Cに 政長する 株木 ・3今 

々武本ヌ>資本分" として汗価さハるさである。 しか 

レ 足条のﾡも示がにある区 本 谷の血用のW界を示し てハう; 

行と7さふば*n はﾡなっ ィ トに必ぎいか ・ 多くの ﾡ合に は 

に 盛= -堂林盛品」の 例 のよう 工 *の羽益マ 支3計w コ 不 ・ 厂 

と"っかてわり、 表マは「休の夫ﾡはもはマ 区利経済曲は 

もの乙はは<、 ※計ぁ. X求ヴ ヌ3起経済的なをるく初:森が

T有 の喜が々有地ね大 のき回なビ)々さ共 周搂済•的 忍係に 

塗て る2とを...にス記せざると得ぬ。
ろ在

}Jわウる 不回ﾡ公ゴ休ﾡと資本のﾡﾡのﾡ余をﾡろる.

ざの公式 の最も簡ﾡ意ﾡと し マ ゴ

今-Wー ぐ-

ス 更 ヒ 5団なﾡﾡと しこ

G'- wp-(P)一wんス-42

イ用)ら 川

が用1 あ 加 る < りZuioLncx )
ﾡにっ 1) て っえ所 するヒ 

黄帝 く ダノ 一生帝子故 C -尸) のき入に従用さガる ン C 
艦場理 (P に人から. ざによって高ヨくwm 入がごさカ o 
)2n が武ﾡ ( G)にﾡえ みnるj そレて ﾡﾡが生ﾡす る - 箱ﾡ 

かヨく行ル ば行わ る程,又G2 ヒG' の差ユ大き ﾡ・ざ 

のa本中ボは益々有利にはる・

工*向*と ﾡすろ つとょっ こ 不茶の本衣切ゅ催が殺ヨできマ : 

休米きの 清ﾡな変ヒ い < 「型オニか たﾡ等々桜ﾡ= ッ たを帯」 

4用ハbnる ヒ はイト 台= さ ほ, ;ジく の 協合 x は お求

後4の2済の 盛硬は「炎送ズ 3団ヒ言か。なえらn てラ本株 

有W ラ Fgかハyほか』人を伴 つて ハ ラ茶地』てカラ ・な大方表 

然所君 に 全然 ヒ ・ こ ぼ-ﾡくにﾡ企不 丁促ごあ り・引< の合 r3* 
の w2rtxnad〜exぞ く 者 注 : 政悠 > は クか 2高リラ 本本

ﾡﾡ分的 (-oG'. 即ち た星1 とし てﾡ可でてろ多にす す 

のんゃ之大た未林竹有の考ﾡ全引を 商に花福すラ 車 c全すラ

• ■)Iコ 不 司•言 1く 竺J) ピハYもかか力らず一たのヨ ----  ﾡえ

ば課税、----- のAKに F全体のﾡﾡ」が登定たニハるつとがめるがC
Bcfxxa4xャeシ乙

ガ "依値 " ごある・

休来〜も赤ルAﾡが 、 林・ 理 どに2先的に徴ﾡ手区"やク 

n る ・しかレ多、の ﾡ合 ・そのまお は林木 書ﾡ のメ ﾡ さ 切 る利河 可

部分 Kらnて お、リ 芝の甚可は大初分 が入Kに よって 盗ﾡ的に支

# ハる; さのに大さI) 株エ 乳ヒか 林はど) Cら後ぶべ る旅 

だでに ある.C の杯はﾡ合 にIa G' は 函木 の 詳入々 分 cwP ) 
o賞企支払ぐ 林造 エ 幸 手段 の導入どに よ っそ 株木の 生虐のﾡに木 

来 介り こ 「休、ﾡ 生達 cP て、ﾡ分= る さ G2えの 夏会に 入

(3の> (ラフ)



ハりラ ・しかしつのﾡﾡの1向ぼﾡに浜ﾡてあリ・ ※の年に 

不ﾡに高ラ。

政会 に平々3司産価値 にﾡ上ﾡの 肉係に注意す ラ; そ』ぼ株集では 

非等に c納eん> が高集々営利 申集〜 ﾡ上 南 が 通施価値 5：迂 

える2 とが雇っ あ 引 ・ ス林ﾡの収入 とえ会の c 径営係次 )3短四 

ﾡ店老利手求より正区に悠, くTか 4o ～ 6。) のご休ど 

ﾡに 「もうつろものとえこづらほ1) ・ 径済め ﾡ量と行ルな J 
場合にも夕さ -休求さほ本主数前を清例皮ヒば 本夜 節Yに図っ e ・ 
清行み とか「本 主ﾡ的経済西防か い 離 加 た種須」と しz 年終っ 

ける2 ヒゲー = う ・ 経み経済の 調狂 I3< のd を 西かヒに しzJマ; 

国 次政求かか 肉 係 . 社会肉係も永休宗のい経ﾡ& 目的彩4K 
レ<Jる・ ﾡ来と区本主表的制度か。区ざワて,る林た 「故0土 

地との Z6祐合に ・浜にiずる森スの 肉係にかI ごは全生成に肉 

ﾡし て原材制資'深的成成、貝 帯挺 済 的筱衣以タト の%T 物カヽ と 杼に 痢 騒 

して小ろ。したがって 休* ゴﾡ求よ りそ=め に友本主報経 清か o ﾡ 

れている・ 2う1 ラ功ra「永杯と休*を 向文ぐ α常経済申ﾡのみ 

&にしとするﾡ回に 百般的 にブレーキビして作用する. 従って 

株表 rダ用 = れ 正区ﾡﾡ桜ぞ承堂 /に っ 営本 ・ と ぶ: とレる さ店 

・・ヌ※』左 ﾡ変っ て パ マ回・ ず ち「杯 と*Cに生立レてI 
ラ木さらに ・ F条C ' と次堂にW ・・ ごは大六 

のあ兵から 判た = ハ ろヤきa価価てあろ. 但し 「株英の 徴術 導 

円 の分 は 物的 在車あの 卽石を ー ﾡの ﾡ件 をっけて 夕本 ヒs8め 

そ ヒかで 字る かど ラか」ときう< ヒは m思で あり、 ごかれYつ)ては 

ク2に ﾡ用左う。

2のは理由から々 3林ﾡの奇本主義か記の用 委 さえ 

ナ; の本なは口ﾡかあ負え オ た財資からa常え の 延就的な 

c a星万 ) 運採 の郵令」かラ 全 rに 意めに 理府 =nる- シ&Z七 

3且っる 資本 を 「次式 表※に沿て 活凄さ だﾡ利資虐」と pFイ 

でる ; が*字 によって ロ本主 我的話殿か能弼士 n3; 登営高の 

生 声 &Q 鮮雨を計 宣的に ﾡ及可紀な食 価ヒいて表変し た数値が 

ビo中K&ﾡコハて"る- しかし2はさ K林茶 の ポの長期也 

林架の百部. 休茶の「有 ※的 Kﾡさnごいうを々手存桜入」にテ

ﾡして)る ・ 林の益計年のう法はﾡ計ﾡの ﾡ平性 よって 

尺さ』3- 称求では 年な資本 の 因系 と広 出の跡伝 産 老利 

登崎大の可ﾡ性さ登く町式=て ・る. woxxa - _ イ 

E/e4ada24aac ごは足等の 幸ﾡ E仰々に 引正ﾡ す る ・ 

,,かる古災のかみは+。旗本〔林木緑旗,貰率/ ・み該。ﾡ 

ﾡ費ﾡ - a本 "をみは r入n てハラ ・ざいて ごの政ﾡおに 

工 就励足 に入川 らmてハる・ に校的ﾡﾡヒ従清的ﾡたの浸同

が得た してハるのご3か らうか? 灰末的検査は の 経済広

Kの前りによ っ てﾡヒ不政功の保因を々に く土夜よる も ・か 

ﾡ小ﾡ多にようものか 舒仍 の 種殡によ 号 も Qカ、淳 クヒ>っ=とめ 

る; しかレﾡ。の 虐ﾡ点が計軍立に ピ の 分 を内 に分 する2 
とiは ～有核前経済ほﾡ ・<及する ・ 土ﾡヒ 林木は 一 産 承と形交 

ナ ? が"そ< 乙s 俅紀経宮を 営む & r ◇ o ﾡ合 x 愛すラ材木ごﾡ の 

私怪のぬﾡが mﾡど 高ラ ピnに向して , 株木る積資オン の枚合 

「異景か生ガE ・ ・かレ赤ﾡﾡﾡヌは称水ﾡ有の株木ﾡﾡの致るﾡ 

かが - 株ﾡのﾡﾡにﾡせずに —— 港 た 優裙-攵え あ m 得き魚

(か>
(ジア)



には「その 本木 ﾡの何だラ 師行か資本ﾡ似く のﾡ会を有す乏か

をララ Cとを ﾡ正所せ oIならどa・ <nにフハ 3 後宏ず乏 ・ 次rに「 

殊木老ﾡ浸を=国夫ﾡ不"ビみたすべさかみほ -た列宮本" ヒロa 
オ バ ・かときラ 多両最が師 n s . 株水ﾡ戒の - 部 はみ c * 
に旅来 の2清的は定 c ね々 ﾡ後 ) &改 してラ; ごのﾡめ ば火 ョ 

ﾡに応いて ﾡ々な太当のものが 一利 房さnる跡行」じして 糸m 
有春の色 由処費 か JてJる・ざ n さ 琴央上ﾡ帝 にする<

ど がマ 翌 ラ 囲3命万 F*の ﾡ芳か 係促だ と 公性 にす るちに

さって たさ 班 ラ 杯向さ」旅ﾡ系→ にフ でいる・ <生株営弘本 .

,透 工 武承 " < 運ﾡ本 " の 才 の お泉 <石定にﾡしてほ

K22イz一3ペーイイ?て の え研 で詳ﾡすラ・ しか し も し森林試産が首 : 

通の食本引ﾡに よっマ丸定=ハ ほ)) しすnばさ は 株林経 をの全 こ
" • I \

のﾡ動前文出 r才し て もか近用すう ・ そのセに 「ﾡﾡ可ﾡ 

た後常をく有価正なるのりに ) ﾡ休 林盛 山ハ足型教3枚 ぶ 

するかどうかを決えする ○ヒ」 にみオしては森株所有ﾡは資本主素 t
才番を行わ aばなら か そ知 ど .

Kc<acろ<ctタ 
引与おハマ)のゆる 今☆名と"

今で共2は「杯ﾡのﾡ産ﾡの 

の卒公式に番レ 武ﾡをぁマ

の3 つ と」 に緊談をﾡえる つとがてヨる j し そのﾡに 「計所さ 

加 う べき 負 庵 価 瘦 の 經 済的 定」てはな< 「へ区のほなう 計；, 

的利用か前ﾡK7る 。校休 価 弟ごは さら に 「ﾡえの名利 s りも 

ﾡ・和キ くt ゅ ろ林系列デ) を甲うつヒ」Kょって 「ﾡ本主矢的 

従済ラ 弟 Kオす 引泰的経冷 第 の 

j る .

」 が示こご

企ﾡ枕 念の伏用に対し て茶ﾡ済がら 祀 し た ﾡ択 は 資 本 f

の便用をも 恋ﾡ え せる-・ . . 1
我 クに “欲林潯水 " V 林木 出 演資求" , 訳林土地 登亦" oッド 

tしっ ・糸術4 産盤ﾡ " ・林不ﾡﾡﾡの杯は点肥を,光 して ヌ •/ 

休貸食木"のが・ ・ﾡ林手秋救入・さビの会を 優問すずさ 

乙めろう ・

林業経営経済の木ﾡをざら広いﾡえかみﾡ所する &にa
パ%ペピ業ピ" ヒをう 説倉 の説明か、席 名であ る ・ 賞本 主載 0祝念 

は 它划 名ま rにa合 しﾡﾡﾡﾡ4  旅衣 た 足 x は的日占ま 

定 ヒ はﾡ】 0もの  の径ﾡシスチムを 特ﾡ づけ 台 .

v. 乙ucdd二nuek <法本主ﾡ"さ 「合唱T不ﾡのﾡ属の 条 

彩。いめな。なんe ヒ よ人だ、Cれは手似の前有ﾡを益セマ、投務 

老利地ボ rﾡり乙てる・ '

5o.zx乙 <よるとロﾡ主条の経ﾡシステムげ祝っ次の手ﾡに 

よって ﾡ祭づけ らmマハる- ・

パ ・ f・秋ﾡよいば:企茶各 . ガ仰格 食本があを盛じて 

ﾡKﾡ合さu 2いう「a洲通経清の ﾡ並。

2 #ヒ市主求Kよば:多Yわつる営利必ボし入だ 

を尋にまっマ父ﾡ=ハれでハ多つヒ- ^

ラ 3Kにsnは: 組供的せﾡからﾡする¥命3次箱-W 
ち「高I ﾡ納ﾡ果 r星し互全ての江ﾡなﾡ 設が条 え。0るェ 

っほ及術.

らitwuZの /zckつ2 のﾡ/ヒ梁2は*優営の本負く 

p け る ・ 系林所有 活 ヒ系労ﾡ者 は L後 氏 衆 落 季 ヒ務 する称株のﾡ 

a」はどkよつて相互にﾡ休づらmて1Jう ; 送利 の Eボ グル っし

(40> (/)



ン 者 通行 めnて る至ﾡﾡ目命ごはく 、ズ芝ﾡはﾡ民に品ﾡさ

?ごい ラ う但し勉命茶 C ua6tavcd4_etXe-ccwvZecっue&nvxva..
ﾡ)で・あ 乏 ・

の M 就ノチ針ム にフマ3 ・ 杯末 13行木な0ク r 宮 ズ送B に* 

=ハて ・る・ の発 秋宗 は F式せ*し音かめ ------ さに☆ *く

物 經 通 堂 の 彩 響 に ニ って-------有ﾡ的官ズJの未ﾡの 突破 k 
する努力 が"全 を 区 したニヒを示してる ・クは針外 ※オ n 
ﾡﾡK れに血し マて ・J I)ほﾡて大西ﾡしに行っﾡ.

单 に ﾡ林料 命にのめナ行めnるラ 休小名利 のﾡ合Yにほそ自 焼

<ﾡ命 あ校術 "の効票 ゲ考 えよう ; しかしこ、に あホ 命 x
函よラ 則碾が存 在する- 宮召 と計島 < お、! る 「木収殺し o 
能合がな将であmばあるほビ-------そ は 外3え命茶 の ﾡ然 マ» 个

-------地 々 木収及の 処 ﾡ ほ 選床的 技湖 ○一けであ マ - 労 用：レ バ 

ハ o 非 ﾡ 2今理 0タ に た 5 ナ う n E 組製 る 林 の必入な行っ WK. 

ﾡﾡる行ラ 2 と は 域 多 生 東灰の 丘 P-a休求の合目的的形経 ヒ る o 
しかし 盛 o計ﾡが*か ヒ 洞和 しg\.

し Fがって < の取矢かの 段< v資本主 ※が休茶K mしだ後# * 

テムだとIほﾡb・・ S e-nイaxC が依 の有名 なﾡ支てﾡ山 

た 「径#汚勢みいて き々経済ンス テム が 並河 節 K主ﾡ=ハさ 

浒 ※か日氏○凝Kフかビラか」ときう ﾡ はCの相島 

く 訳看 注 : =ホ素と 本主 数 ) の ﾡ四 Kにヌオして夜する と2ろのマ 

t) ・ 2 は 月-ec が塩林の 基本河ﾡに血岡 し ﾡ F生全な る政和 

く 請和ゃ) コ のヒポクラ ス 穏てある- 後済 Kお・ マ も永め y t 
ﾡ英 同休のﾡﾡが大切てち a- 故に そ C もか . F全ほるﾡ和

(2) 

&保ようビ努力ご』さ1)のてかっろか ? ズ主 )ほ産ﾡ紀 、ﾡに公 

有向) そ•け  長ﾡﾡにﾡnば   色2な2ﾡシステ 4が相 

互にみ金のﾡとR 4の 士 也 ﾡで行nnる2と なな ﾡ合である. 

炎っ マ休ま はﾡ々 の 試のﾡの 中一 も 画 浜済全 のﾡの中でもエ 

ポ々R*対しマ くるほ 味そ は ﾡ求 に対して も示 一っの迫x命 

ぼ計型くGoaon3cイt )を形る。ポののﾡ珠ほﾡこはﾡ 

2弁ﾡ=てﾡるべきごある- 何とほば○は 次せ «r恒って全 

ての経湾に共ﾡのものを表弱し. そレマ本役命と契にもらずロー 

恐殺の目命教ヒ 金済計幹 をり どげマ未たから ・

りは更に次の宇本に注意する : 仮K紙は訓書が足= 由 たﾡ 

a ・ﾡ本主筑ﾡエボ々高求の計 早 は 口生玉共同体じ点科 し E ﾡ*」 

の了より も通例 的残で あろ. ﾡﾡの径さ的考ﾡ は束の 〒 &ユ 

来xリ も 不友納 に ﾡる てある- 何とはnれ消送表は事状にゞて 

「以々味Tを短期高で確かめる っヒがでさ ・ 又混在 Q 徽 技 を 広 能 

函にHﾡﾡに汚受するCとがでさるから; ごnれに反して ﾡ 数は 年 

クの 衣孫実行童の担理 に於 门 zのそのﾡの 市場の欲求 と相を処 

ﾡみに取入«る Cビがさるがしかレ . 芝ﾡの計勇Kにポ1るば 

ど m か全ﾡ こJな1 < yはこn て も「部 分的 rcのめ」 さ n 
るK通ざた\. >

桜的経済目 ぬ を 多め C基xづ よ う とか成票算送、 花健 

け 方法を 発連ごせ よ う ヒ かき う せ何 の中にI2 の様さ 狩除は林求ﾡ 

4有み ばルずしも 窓=n ていなJ・ タレ商. 林末 の最ﾡせは E 
ざ資べ主表ﾡ算 公式の公式的交化に s って のく四ち回有 の本来 

c金しﾡも のよ らずr >ﾡ慮ごmマ1] た； の炎と百助教ﾡの点

(乙3)



にフ <表々 3ﾡ求祭 の不確素性名あまり も注意しほかっだ ; 

人々 さ林末 にお マ も赤経多ﾡな と救下 資本 あ 扱高利 のX度E 
する 2とがごきろとﾡびzいた ・ 求 の予ﾡに沿する幌経前考暴 

と公千は秀ﾡはの柳念に及する ・林奈経ご経清には一つ の規準型 

だ乙はほく名 夕ほ理類の 型があ る. .•

林業経営システムと経済システム

*

通谷的な言語収習では, システム (Sイ)"と 言う 云 票 は屋々 ・ 

方法(ルxん。ん..- )" と同社に 用u られてしる. へは彼のシステ 

ム" 町ら「袋にﾡも 気k入った. 索は彼の生 。 物の/殊性 ・ 誠備 ・ 

経済状悠な どに通した多く の虹置の結合の安る-ﾡの方法」をﾡつ 

てu る. 条林官は植方法の ・シスラムや"画畑の稚域防除の。シ 

ステム"を高えだしにヒﾡびており. ス区林習長は一つの確来が. 

・新システム"専をたえだレらヒ信じてVる. そこでーフの合目的 

6計里軍位に対 v て 多故の過程ヌ はﾡ像を結のっ けろ株な一つの中 

超地(かくれた中バ周題) が向還であ るﾡり にﾡtて桜々はシス 

テムの城急の役用を足認す る.本書の中ではシステムの規全は「多 

く の製合 や 爭 衆を一つの より 高い ¥位ヒ 対して 次ﾡ 的ヒ秋序 づゅす 

る 虐想 的我礎 一 依系ヒして。場的基吐」 ヒして林手 に立 てられ 

てvる. *れは経職ある資ﾡ家には康ﾡﾡに知られてふり、 メ役 

は*れを大部分 直ﾡﾡヒに ・ ﾡﾡして ・ る.

妹米の経営システムは「-つ の 複雅な、技術的目的 を そさろ たけ経 

済的 合现性に従フ て炎行す る林に渓め られた 経営程のN保の本集 

的料徹 ヒ用」によっ く規定され ろう袋々は多くの場合そ の概倉を 

: 広県の多い林分受新と系林塩ﾡ」を伴った「林木 代孫 の 長 金目的 

的方法」のNWに関係づける. る経営シス テムの本筑と地の経き 

システムの本ﾡは-つの標督によって区別されてりる - 例え ばワ7 
グナ -の#状今岐作※の経営システ ム ( u4yex& 42 2&x4x S そ 

スとんゆ5) とメ ーラー のベーレント - レンの ﾡ林 の経営システム 

( ) ($



く Bazouczeze 後ゥ Daccexuz2イ - Be乙ce )の如く に.

経済学のシステ 4の形式は /x eな22z (/スwx ル"% は ・ 経済段商 

に比の 意味を与 えた) によって 論ぜら れてしる杯に 「理想型 C&a.e- 
aper ) の整額」によっマて行われてしる- う経済段商は個々の経浩 

システ ムの有勢なものによ って 特徹づげ られる.

研充や義数で 云うシステムヒ対比 して, 現次の経済とﾡ術は(* 

れが強 <協督されないﾡルにﾡソて う 色々がシステ ムの本点的特徴 

の混岡ヒ つてなく大ミい多ﾡ性を示す. シスラムのなが目的に活 

物の差異の益で 細かい 表現に よって「最後ヒは日常生ﾡの多くのﾡ 

※が直ﾡ にﾡﾡ そさない程」多くなるこヒ を幼げる ものはな uかも 

知れない. レかしﾡ矢にあまりヒらはれてvると学説日 的か失われ 

る.

ﾡ笑上. 経済 と経老 ヒﾡﾡづけられた システムの概令は次の林な 

スっの を味 で使われてりる. 一

の 「全妹ﾡ並に対する個列経済、(3全は/単位に対する色々な 

初か経老 ) のな味ある述合」ﾡは

② 「部か的尊象をﾡ括した之向を与える-っ の基税ﾡ kに従っ た 

経済 (経老)の本京ﾡな中的ﾡ徹のﾡ徹づけ」 。
P-kon(

されはこそ例え は・Soルタaイ は経済システムを経済の 成分が或 る- 

ﾡの型部に示、れる r意味ある単位とﾡえられろ経済う法」ヒ理 

解した.ス Zv火%cek ば経済 システムを r 函置 (2ムンとoxot)かN 
野を有する へ想の食点代表為 と社会」 

本々 は 株林経老 における重翌が通率に

術的 中周想を収するこ ヒがでさる.

( 4 ) 

ょつく 為徴づけ た.

色々 なその都及決的な及 

う 4hzzx の 経営 シスラ ム

の中ヒはT-の( 法正な)林分構造形ﾡ ヒﾡ林造形ﾡによ つて 

消なグゅ ら れ 2Fe ※級の林分 受新及 び ぞ れにﾡびフ"た林 

ボ独め模にﾡし にﾡ的経巻秋舟づゅ ・ がﾡ在す る;レか レﾡ続 

状運動の主ﾡ看は その枝術的ﾡﾡ目的を, 自べ的な " 浜林状題えの 

新次の ﾡ還をﾡった 林木京点 ヒ 樹木波A に置いて、) る, ミのスフの 

例でば - 感をに表現すれに - 「牧袋 ヒﾡ林場ﾡ」のシステ 4が 

円選にされてゝろ. 彼左 は それ を“ 経営 システム” ヒ 時,k こ ヒがで

る ・何ヒなれ はそ れ は 経送 会点 を支配 するから； しかし個々小系 

林経営 ,楽級, ロ ック、林班な ビの 内初に於ける色々な方法く 

経営目的) の /つのﾡ妙るをﾡめﾡ結合」の経営システムか一層通り

足われる. それはむしろ地の「例えは製ﾡ工ﾡや製ﾡ業ﾡの入撃 

材後営々 色2な土地利用ﾡや意業の経巻部"1ヒの結合に於けろか 

cg々 な経営 ス は経き以下 の単位のﾡ野を一つの会なに対して配爆 

J るなな概会内本」に-致する. * ミ でダ々は森林経きを将ネの紋 

*の確保のﾡのもと に色/な林か種・ 業種. 分形ﾡの※級 

から 終括 されてvるとえる二 とがでミ る.

ﾡ造とﾡﾡ ﾡ 広の多株 は核術面 でも示 4uそ の経営シ ステム 

』り も効の六さ い保ﾡヒ会を与えるはすである.

私はさしあたり価値判断を与えるのではなく /つの設 (Fxイ- 

2Ay )を強賀する. 私は経数システムとそうﾡ全を「経営道姫の 

秘成. ﾡち多女の経ごﾡ分からのその組立ての際に特に守するば 

愛がbる と考え られる府列尿理の中rﾡ恐によ って決宏された上部 

城会 1 ヒ して 快用 する こヒ をﾡ案 し を、). 個々の場合にか\ては経 

営シスラム形成の対象は炊複システム・ 造林システム 更新システ

(4?



ム:経営目的システム・、林分育 システム. なとのような表現によ

フ て 明ﾡに特徹っ けられるべさてある; それ は 全•て「我々 力、森林格 

学で経巻者理のシステムを発逢させる= とがでミ. 森林利用学に 

恐て林木販元 ンステムとﾡ木牧後 システム を発逐さ せる こ ヒ がで 

さるﾡな経送シスラテム 」でちる.

林楽システムのﾡ念も示色々 な起 味で使われて 〜る. 森林回民経 

済学者はﾡえ は・く-杯が状ﾡ ではな < ゝ 索る森林領域スは国段会体 

の色々 な森林ﾡ有 種ヒ経ﾡ目ﾡのﾡある立号をﾡえてVる, 

&eチ®xex: は長気論的観点 からﾡる場合には経済目的に 従い. 自由；懸がォ 

自 由 俶益経汽統制 收 益 経済 .統制 曲 要経 商 ).ヌ索る場合には集約性 

隊ﾡ ヒに従って ( 労のﾡ淡 にして 資本複波 . 労め集約にして 資本 集も 

なビ>. 経済システムの塩はつけを主飛して\る. 経営経済学にお

て も示「- ﾡ的 k指ﾡ的経済目1」か索は 「特列な場合に は官べ 

カの支配に対する労物 ヒ質ﾡﾡ用のﾡ入図係」かの ヒち ら かがシス 

テムを決ﾡする. 土地紀枚益説の経済シスラムは - 小森旅のみな 

ら す"多 く の 大森林も 支記して"る「よ り 家計 ﾡな日ﾡ設ヒ経済坂 

営 とは災に 一資本主ﾡ 的経済システムであると宛なされる - r 
よ ッ ﾡ木主表的に」調整されているﾡは林経客や 公有林経営も 

存在するう その商ヒ (訳者社: ﾡ本主表的なものと家計中的なも 

の との向に)來ﾡ が存 在する う その紹介は Beなeなっズ.〜.x&k に 

ゆする. 経老シスラムはr 森林ﾡ有者 の経済制友」に依有してvる. 

坂頃 ・.週々の 林 シスラム ヒ受新システムを先 ずﾡ e え ずける点 向 

が亮わ れて\)る. 林 の要新を伴っ 正大価承店の経シス テムは 

土地ﾡ枚る説の経済 シスラムの産物であった, しか レこの経営方法

(«s) 

のﾡ所が明ら かになつたヒジ、 本はさしあたり*の経老システ会 

の変史ヒ改革を訳みた • Mk〜の経芝シスヲムはミの歳ﾡの袋会 

な反たヒ理解これる; し か し彼は ( ﾡﾡ的 にﾡえられたゝ 法正林制 

度を保っ続けて いた う経済目ﾡよりわむしろ 経莒状 写 づけ ヒ林分更 

新の規整目的 が、規範 に取入れ られていE う しか し多祀の林木ﾡ積ヒ 

利用可能性の確保ヒ云っ林茶の保統的目的は色々 "種ﾡの経老う法 

の総合した ノ経営システ 久(ﾡ営目的シ ステム> を資す る.

二のﾡえは資本主表のﾡ楽の最後で行った T本々 が経済シ ステムの 

自べ的変化を確契るさるく v ZwCeck>こ ヒ」と全く月旅に株 
* ・ ・ ,

※ で は色 々な経済システムの並存がその長期性の確保に役込つ等で 

ばなかろ◇か」 と云っ設向にさかのぼる. この立からﾡ々・ﾡ 

匚: 的" なシステ 4形及ヒ。なﾡべ的交動通種 と経済ﾡ係よ 

- 秀登した経済目的シ ステム を 区别 する. 研充支ヒ講ﾡは色々ガカテ 

ナッーの以定を依定す る ; 色々な起り得るく ヌ は既ﾡ の) 目ﾡﾡﾡ 

め埼裕によつての ス校術 と経済のﾡ研の 演 識は 促され・ 個別経消 の 

本Aが説明:れ、 理性に尺じE行ﾡの針者が決4«され得る。 資本 

ユ 箱 的林業 を 通整否定す る へも 永区収をﾡ会 し. そ して他の経済シ 

スチムを判 断す る=ヒ がで さる為Kはの至高目的に週vを 二らさ 

ね まなり ぬ . 技術 と 経済の 生 気炎剿た ろ 結合 を 調整す る二と はを者 

縦済子の主郡内ﾡでらる. 救術台休でもな<. 又何 うかの経済的理 

A そも な<. 単にr ﾡ径 &が未ネ の欲来 のでミ る限り最後の 元足 

に対 す る認属 のみ、かその至高目的を形成する.

I 講表と研究の目的物

イラ»



(2 至 済 的 Beイuc242イ -k
前協の概冬の下調べはﾡヒ本ﾡ的な設mを柚さ 出 した. 講義上 

研究充の窓体 は「烈林の経送経済活 しくは 療林 の 経済 経営」万名は 

森林所有有の終休経済の一ﾡ ヒﾡえられる 厂 /ﾡ林所有に 所属す 

る系林経当の/詳」るある. 森林所有有の永き計は*れ目体国民 

済会体、 希に地う経済の一部である ; 従って個々 の林茶も か狭い 

ﾡう経済の ﾡ 成員 ヒレて、 そしてヌT方ヒヨり大さい 系林ﾡ係 

の中で高次 の林米ﾡ位を形 ろ森林 の 構成 部分 とし て考量さ れね 

ばならぬ,

森林経ﾡ の中で行われるﾡ系はﾡ林ﾡ科学ﾡ学科で自然法!

・ろ項さッ
的に解ﾡされるべき話現象としで ヌ浜林核術的場丁学科に於い 

て、 手皮論(ﾡ術論) のﾡ尽から研ﾡされろう しかし比処に自然 

法 削ﾡ知隊と林米ﾡ符的司ﾡ性の限Xにﾡびっ けられた 経済 件 

が役越する . 訓ﾡこれた 等口家は次 の ス っ の震泉領坂を相互 F結 

イフけるニ ヒを考ん だ苦 である.

2> ヨり大さいﾡ林ﾡ耐ヒ 直格的区人対す る 自ﾡ的資係に於、 

て存在してい る 「一の 立地性算及び立 木性彼のﾡﾡ」

bン孫林ﾡ為経済 - *の側から「かのヨり大さい経ﾡ」に嵌 

ゝまれ, 他の林業ヒ「利老次保 反が競«」の自べ的ﾡ係をﾡ 

村じてりるﾡ林所有者経済. .. . .、
二れち のﾡ案 方向の 結合 によって ゲ・ 宀-" 2

「ﾡ林ス は森林 経営 がそ の ﾡ画の故に『-製的な回民性夕の時 

べ*の他の影響ヒよ フて形成される文化の ※を -1 に盗した欲

売足の可 ﾡ性を 系す林がヨ り寄い生活共同体の研充方何 が 

立立する。 そ一T 高次の位」に 即する 斟的を 妨 ヴる こ と なく、

( $o) 

おに系林「有ﾡの多ななﾡ係が牧 の 森林経ご に対して注視され 

ぬは"ならぬ. 森林撃営 と森林有為 家の視野は営利的本資を 

払ﾡした尽業のス によ って 充分に 調密 と れるものではなく. む 

しろ常に林茶経営ヒ土地経為く&～くと.イ.. M&るcイッイ) の 

彼の製楽ヒに おける ﾡな長表が暴末 されね はな ら ぬ . 森林 ヒ森林 

»有看※に立ﾡ的に精通するこ ヒはﾡ全な理ﾡのﾡ»なﾡ祉 

マpる; r、森株 における 魂楽 ヒ 林* え o 従 か ら 生する ( ヘ 向 

の)印8」の中で数字的報ﾡに度さ授える=ヒ がでさるものは 

その中の -部分なけで あ る. 本々は塚返 し々スし 森林及び経済 

の状ﾡにつ。 て 契ﾡを 再 ﾡ味 t ね ばな らぬう*う しない と我夂 

はﾡ算やﾡ った- 方的が解釈 にちら、る. また、* の株ヒに して 

のみ依々は計資担楽性の限を知るミヒがでミる. その地にも 

納章でﾡべP 「概会の基避づサ」は本米の木京的性点を他のﾡ 

清部/1とﾡWづサる場に色々な種類の立 地状慾 や 経済状態 の森 

林経営を研す る二とか会 くめﾡでら る. と云うこヒをﾡらか 

にしﾡ;*のようにしてのス校々はさらに「多 教の森株経ぎが 

小 二、)町 万の 内部を 示す G お付の 不*性日 と『目的設定の相ﾡ 

性』をみとめる = とがでさる.

#*国 ﾡ経済 (rt4Aイ4～&やk > か全株 にポけ ろ 

国民 的林 業 の 茶件 を 破 認 し. そしてﾡ回々の場合にかける木ﾡ的 

の地域差を確認せねはなら内 と同林ヒに・ 林米経営なﾡきではﾡ 

林が有有の袋等のな林経老 に対tする立地に尽じら 資が探求S 
nれね ばなら . 我々 は 同種類(又 は頬似 レた種契> の称求経送 

ゥグルー を形り そして* の表者 ヒレマ。経き型" 名 出

(s, )



ひだす こ とを試みろ.

それはとetcee+ゥイポeスcをペ の研先課担でろる,う「林業 經君 

の多数の ﾡ名を色々 なﾡ尽 の 下に鉄的 に株リ分け、 耳っのﾡ 

にして その経済ﾡ状ﾡにﾡっ て森林経きの組ﾡづけを立素 す ② 二 

ヒ」は 夕&どAるtk の表称るpろ. ﾡ然科学」にかけるヒ 

問旅に経老経済学にか\て も示生活条件レ生活ﾡ現 ( 比ﾡでは森

株経告)の理解にS2イxe名k を蕩/入れ る べ、 に で、ある； その上 

に「信々の 湯合 に於 サ る 合目 的々目ﾡ」T森林価」及の「そのを 

化」・ の把迷と林業政果 ( Fw&ぬ4cfゐcんゆ) のﾡが基ﾡづ

けられろ.

り) 4xゐ - ・xイ 69oorc9oe C ﾡ値とﾡ果の分ﾡ) 

会ての生活衣ﾡの分ﾡ的領在の ﾡを森林経営にもた用す ろ ...

レか許される場合には 会マの生活表現の分析的ﾡ査- イス

- ・tイ をgaamc夕っe - も示経済的 Zeイzco合oッゥイmtxA 
と共 に かな、からす'、重 要 で、あ ろ. 経き結果 ヒ経済結果反イ個々の系 

林経当ヌ は森林有 の 経済状態 が、そ の Aza6e ( %が > の 各休

である.

個引経済的立地論はSジクイixイん とAxタe に基いてvる。

しかし 皮研 (生活経過>の 最楽 は分 に絶合 さて おらね なら 

ぬa. 林分ﾡ分のﾡ分向秀楽は それのﾡ合と共の日的ﾡﾡをﾡか

ら斎してはならぬうろ い換 え れ ば 分析は示 桜ﾡ" を 解項すべ 

さでらり 同株 に森林国 民経泊ﾡの基ﾡ部分は林茶的環ﾡﾡに承 

林統計 によって 経済政的桜能論に進歩せ らぬ 

ﾡヒにべて本ﾡ的に英化 し. 述歩 した う それ が会 e 新し く理解こ 

れよっしてると云ってもさではなかろう ・ 何となれ ば林 ※ 

経済拶はﾡ林炊製論と同ﾡに今日・ ノ。 ○年前やよ2平埼に応べ 

てはるかによ い知ﾡを 座震 してvるから・ 当時は色々 が殺妹経送 

ゃ系林が有 に買 する使用町丁ﾡなず況きや結采報自 (Ee4-owx-
&.c) がなかっに 3 その計ヒ経済的計は森林本ﾡくFのイ- 

o.ex) の飛準像の週ﾡ的候立の上にﾡ限ゝれており、さ らに他 

nょ り多く 発迷 しに経済部Y にﾡらね "ならがかつた。今日で は 

枚 覆 論的研究 は 数多 くの教十年に恒って行われた入倉な様準地の 

記録を調べる こ とがで さるう*れによって 広環5能性 と給仲試 

の判ﾡに対す ろ経済協根ﾡもﾡ供こ れて"るう しかも* め上妹楽 

經済学 は 沢山 の 産博 的な 経営 編果 く Bcとecuuu ) と 経験を 

烈刑でさる.書ﾡ戸ﾡの中にしまつてある 通去 ﾡ十ﾡの森 林流 

※案 契行技、系太計、*の他の報きく例: 森林汹入の 報告 ) 

は多く の森林経営や森林折笈の択態 と 成葉を 明かにする う教十年 

素 お に国有林ﾡ ﾡ局は = の株な報き を少くともその一部を)公 

*している。 林分支的ﾡ査や森林史的調査は ミらに大ミ "遠与を

湿板ずえ ^

ﾡ求的 な法正像るはむく現突 の林業経送 か認識の 対象を 形広す

②.
か祈的及ぐ徐合的な調査

巻を応用する窗の規萃対カ、“生す'る

林茶経営経ﾡ学 の目ﾡと 課通はﾡ去数十年商 . 特 に林業の創史 c). 選口T領ﾡの区う

(S2) (S )



林業塗営経済すの課通領なは林業 国 緊経済挙の それヒ 区ﾡさ れ 

ヌ =の両着が掛成してゝろ林業経済孝L「校行論や-象ﾡ経済 

」との買係は解明されわはならない. 林茶経老を済字ヒ林米政県 

は独立 し ﾡ学"分野で はな<. 求業経済学 の 全体の経済領なを※ 

し E及望 すべさスっ の関 っﾡ立場」を 特徴づ 内 ろ に通ざな.

= = に林業国 民経済学 と 株業経芝経ﾡ学の 資保の Wとして 系株 

課税戸通 を取リ上 げよ う .

林米国 氏経済学の 学説体系ではﾡ林税は林米の牧入形製 の 一 

ﾡとﾡえられて"る.ﾡ条* の他の共回社会ﾡ係は色々ロ課税に 

さ っ て林業の賞幣皮果ヒ 資与する. 森林課税は 全ての森林の社会 

化の- 区ﾡを特徹づける. 比のﾡ尽の も と に株※国 ﾡ経済孝は相 

互の給付のﾡ係と給付ﾡ力の程夏とそのﾡを判ﾡする; 時と還 

合にょ ってはそれrは「公共口係のﾡ味に於りて 一つの強すざる K 
差 の不利 な結果」や 「他 の 経済部 n に対する 関係 におツて示公 王 

な は指」を指示する. 次にﾡ林ﾡ税は「ﾡ税員ねの種ﾡと »法 . 

特に4の種ﾡ夕び各々 な郡税種の ﾡ係の段商づウ」一よつ て森 

林ﾡ行有の目的教速と経ﾡ学※徴理が影者Sれるﾡり におて . 

国家等による 督統ﾡの可能性と レて 勢ずら れるう 課税法は林業 

管理の他の原理 に そ倉 してはならず. 他方 で ぼ 秩 存 ある 装 配 を動 

成すべ Sでちる.

今季げた 日的によっ て 森林課ﾡの経ﾡ経済的回ﾡ資係え の移行 

か行われる: 林米経旨経済* は新 し 私法く * 防 得課税、實* 

課税 に よ って木ﾡ部な剰菜を経燃 レた ; 業系記は ( 法が* 

の尊求を生じて る為にもせょ ﾡは所有者が台 aを 域及の 員増 か。 

まみうヒしてvろ 局に もせよ) 課税系ﾡ日 体 ・ 並び に個々の 評価 

規症によっ て非常に強い影響を受け てv る. 林東経 浮経済学 は宗 

認の候命 ヒ通い、 且税法のﾡ保にも適っ て る本 な 成果計算 と向 

群すべSである. か林継音の評価 ・ 目的の永左 ・ 決率、に み、" 

通税は重零な貴用項目ヒ見な:れる 経営sy乙akと6んタ

canx多e るは T課税氏ﾡの程及」が経済的条件の本ﾡﾡ特徹と

してﾡえ られね はならぬ . これによつ て林茶 改策お判断ム木 基建

を遅状され る.

の切 は裂々 に ではあるがしか し立ﾡにR用し合フ て る 林業 

龄渝学 の z部 门(訳看 註 : =林米画ﾡ経済学 ヒ本業を営経済学 > 

の 親泰方法を 短調 して、) ろ. : 本*画浜経済学け全回ほの福測に 

対する図 民的領ﾡの殺林 ・ 林*のﾡ係に 図勝し、林業 経営 経済 字 

来林ﾡ有有家き計に対する個。の浜林経送 ・ ﾡ本ﾡの次係に関 

勝する; 林業画ぼ経済学の基本的汚楽 は「役製く 看社 :=例: 

林林圻狎 否 の 任務)ヒ 上部目ﾡを示す課ﾡ を額ﾡづけす ろ 5 そ 

の反価.林業経送経落※は森林課税の4がネすく- 一 色々な 

来林経老が森求が有若に保証す る 査接的図ﾡ的利益の数多く 報 

sとよって ー エさヒ基ﾡ的桜龍論の愛不可欠がﾡ助ﾡﾡ有と 

して「環任候用されていろ森本政策」ヒ>奉止する.

次に枚業経営経済学 し「と <経営字 (Bなdcと&んe) ともク 

て"る経ぜ域ﾡ ﾡに系*経理考」とoﾡﾡづけか可報になろ 

ﾡに T校ﾡヒ至済」の概念の論議、の廉に そ の境界線は引かれて ・ 

る;*れ以上に==ではﾡ ﾡ線 の 特徴 ブゅのみを 論謀 す ろ.

*林利用 レ関ﾡして 森林自、系林鶏新、本林型形校の ( 本

(S) «$)



的)処置 を行うべ さ生産校術 とは及対 に調経ﾡ校術は経きす田 

の仕幸:前ち、 経営益継の確ﾡと経き経通のﾡ整に図係すろ. * 

れ は将に森妹経理の 課園でらる. 測周 学 ・ 系本測最学 ・ 森株管 

学も示経ご長特的考課でろる.; 二れらは全て浜林経ﾡの時ﾡ的、 

場許的ﾡ的秩みづ サヒ係する.

し か し経老 の経済的表礎条件の 決来Y実行可能な「ギ況にた じ 

て准奨されろべさ経済目ﾡ. 経送ﾡ的」の研究は経送経済挙の求 

務でちる. 従って経巻経済導は経答学の経済的う柱を立てろ し 

かし経る経浴考は経ﾡ釣新ﾡを特徴プけ、 そしマ- その他にも 

本林計算を用て 一林的計司ヒ対する経清的う針きをる時 

に条林経理の経営坂特的仕學、特に蓄ﾡ調査・ 主長登契査、及樹 

親登の新査ﾡ果 をﾡ一のﾡりヒする. 徒って 二の容科部 门は自ら 

造林ﾡ求術の ヨりﾡ"区ﾡを取次ぐ.

孝向の仕予区かは示の点に資 して管ﾡ転務、 経老販務と は別 

ﾡに力向けられる. 経営ﾡ理看. 上故ﾡ理取員は全ての経老楽 

務にフv て経老浜ﾡ的る登ヒも経ﾡ経清的秀・ にもﾡ時にﾡ" は 

ね なら ぬう ﾡ林施業素ﾡ茂者 はﾡきりむし ろ経老校特的仕 さ

上げる. しかし 彼 は繰返 し経老経済ﾡ係に注量せねはならな.

大 さ ・か林ﾡﾡ局のﾡ脚部 に於ての. 全ての回と報告の 

経き経済的検査、並びに-ﾡ的指ﾡ旨 ﾡの決ﾡを ﾡにﾡ務部内に 

ﾡ当てろことが合目ﾡ々るあろう. ﾡとなれ ばも しミう しな"場 

合 ヒ ば主産本行的反び経き域符的規整の 重の 危険がち るから •: 

ル政的ﾡび経済政的ﾡﾡも示それをﾡわしくﾡわしめる, う し 

かレその の場弥るは分あは行わ れないう 森林施業条で林的a*
(M )

枝行的経営経済ﾡﾡ受が直接的に結合さ れ調整 されるべ さである. 

しかレ学向ヒし て。林茶経き経済ﾡは林ﾡの独立 した一構ﾡﾡと し 

て孫林経理か ら も ﾡ林ぼからも E烈さ れねならぬ. 研元と 端義 

で は経送経済送的が ものば「経営ﾡ特字堀入れ られた算校特 

(評価・ﾡ益き章の計算校ﾡ) としてでuなく」 「業政ﾡの 

方針者 に天おこれ てるﾡ々の経泊のが況のﾡ盤」にﾡ跡してﾡ 

独に通用=れるべさである ;経送経済手は林茶政ﾡと経老校特の 

知の為 (&たどck。 でpる.F" F に於 て経き経済学 の前身を 

シカ林植宜法及 が森林ﾡ利学は従ﾡ告に行われて ・ る株学体系 

て経当技術挙 と してわゆる経営学 に給入=れて\ たう*こで 

はと し かに浮文のﾡで経済の概倉がべられて るが 二 の 程夏 の 

經言 的 阕係の 認識で、 たかである ラ *れはむ し ろ経送 シvx
k と 6f-9da.x多ae によっ て本た されはなら ・

. 校特的経済 cLc&caa&e みkマズのスwk)"としての 林米経き経 

※は 従って. 林米ﾡ休経清学(象本政ﾡ)と同じﾡにT本業 

ﾡﾡ求の道し るべとゴる方針ぎ」では不充分である.。 それはおも 

と軟利¥くSなよk> の目的の林な規ﾡ的孝スはSchAv44o&&e 
ではな<、 上速 レ/課題 の も と に本A的が契ぶ(S.x4イze> 
の中将任する.

その 目的の 為 に その研究は数多 < の状沈報吉 ヒ成報吉を使垣 

dねはならム ; 此の学課部内にち、、)て 運来ヒ共に行われるべさ計 

■ 技術は比タy レ の云う 林にﾡ術的ヒ クよりもむし み就計的 

性賞をおって\る. それの主服点は「林 価 尊 法 及 か、較 則 学 が外 

収上が有 し てv た杯び算術的公夫の作成」 ヒらろのではなくﾡ野

«&ク )



と 肉條の解明 に 切 ろ. その点る -ﾡ的に経済的計昇 と攻術的計算 

が区うされる. ・

・)わゆる" 経営洋 "一に対すろ ﾡ係もﾡﾡされ わばが らぬ, 経営 

学は坂術的研売と経済的研先の周の焼釈領域を 時徴づけろも のて 

あるかしかレ 林業 の 分野に 肉しては. グ ノル纣 によ って 基礎 プけ 

ら れ た労物塗と共 に桜わ技術ﾡ撃科の研死ﾡ町 に 屈して、) る. = 

れは特に「手労幼及 び長労切の 合目 倣4 形成」匚. よ っ て林業経 

送経済学 に 成果改食の可ﾡ性 の判症 に胸す る 4位の 多 ・ 資料を却 

棋するが•しかしそオは経営経済学の一部aほなく、技術学.收極 

技術.. 道林 技 術 経名核行のﾡ3にﾡす. 我々 はﾡ利する 用 uて 

目 的設ﾡを 支服するこヒはほとんビでさなu. でしてヌめ始た 

けを用いて ネ林物 の政※的& で経ご経済 ﾡ主器口ﾡに並ら向う 

= ともでミなv.
次 に林菜経営経済学 の認激領域とー 般的 - ﾡ業的 - 経営経 

済学 の 認識領域 とはビう云う 脚保 にらるか1 例え ば一 ﾡ的経ﾡ 

経済学か ら 本※的な例と 林*的尼用に戻する抜染をﾡする と 

だゅ る十分な の を,ろ うか？ ・経済"» 経老 " ・金業"» 資本 ・ 

の 概会 ヒ フ い て上Iに 支べた率相を利用すれはこ の向1ﾡは畑 造休 に 

才す・<。 たとえもし 試委 目的ヒし てぷ益字 の 方法が宣数税 =れ 

たヒ しても〔し二れは従未のべたﾡに通のでない —― )それは木 

来の森林経営経済•学の中で、行われる べき そらる. 日 し か比の場 

合にもダに価値姿化の 報き にﾡ注する が し か し 林米の基本系件 ヒ 

目的は工米- 商業、交通業のそれとば大体にち\て別の性ﾡを有 

し、 林業の矢幣数字による成票は工. 高交通茶よりも祀採し難 

t ・Pxn は林茶を彼したも のとして 「林業経済学はそれ 自体 

ーフの寺科である」ヒ唆べ た, 夕etvde合s3イck と L4a2o - ・ 
&64タ%-)Azx多。4 は全高目的ヒ契炎論的段本同還の共Jに 

もﾡらす持殊の取扱をﾡﾡヒするﾡ由を鋭く強ﾡする.. Potも 

六彼の激科営を 笈/〃ルク％zwZM によつ て基ﾡづけてかり. そ 

のそ殺は@々は殺項の忍茶的経き経溶を始徹づけて いる がレか 

しそ=に は林米がﾡめ込まれ る林な場所は将在 してな".

-般経営経済字の4成の一部は市場経済タが長気政ﾡの東象ヒ 

初ﾡを有してヤる ; 賤常経営経済 学 の 敵科 名も それ にかゴり な、 

スベースを与えて\ろ か私は( し て ドイ の株学の 政料制及 もボ) 

xれを木ﾡ市場端論と して 取坂い遊立 し e *ﾡ洋科ヒ して区列する. 

木君 市期輪 ば本来 来林政東策 ヒ林茶経当経務学のﾡﾡ領坂に相在 

してる か、今日のﾡ釈ヒ * 企に従 えばt し ろ森林政策学の学科 

M政ヒ属す る ; 木材ﾡﾡ論は料に そ の価格当査よ ? て 林業経き 

&挙 に不可x の前業を盤ﾡす る;ス木林 市埸法弋与楠の 統制は 

本林の供給につツ て 夫々経営経済の援動をめﾡヒ す ろ:

イ) このあ1か科の林考孝科体系ヒﾡけろ位通ヒその名前.

今ばべて糸たよ う に経落足済学 は林業 連請学 の一部分 2 して 

独立してる. 普 通一般に行われて 、ノ る林¥の 本系では老から" 経 

せ学" の料部口ヒ*のﾡ駆者がﾡられる: c合r 乃ルシン も示 

x営な済子の本魚約部分を彼の ・経営¥ <Betccや&&e-プﾡみ 

込んぢ. oyfで は.ク dkonoock a&a 4c&24dcんeどe の 中で彼 

の林経ビ*に けるオ/ グルー〜ヒ しての位夏を与えた。二 

らのy4て では 林栄 経済 学 は「経営経済的動と計事の分類を田

(S今 )



民的林業のﾡ次のﾡ係から 主張する 二 とかて さ な い)ﾡなﾡ成部分」

となつている: 本2は色々な理由からレ%チ～と〜 が彼のオノ ﾡでﾡ

実上取っ た杯 に本林経理 と造林学 の 面格な絶合を調整す ること 

にえ 反&,ﾡ々 が今返盗 べてミた 林な原理を ま じめにちえるな 

ら ば、 経営経済学が自然学反の枝術に対す る同係を なおさりに 

すると云うﾡな危険は生じない. むしろ 林業 における校術的目的 

設の行さ過ゞにダ向う動桜が生する. 本々 は従来の森林家の 

放ﾡ と株守のテ 史の欠点として「団民経済的及の経老経済的叔令

・を伴っ た技術的知識がち ま りにも畑造作にはいり込んでしる三 と.

に 異論を 唱える, それは r経営経済等が独立し た 学科でなかっ た

こヒ」と「林政が大体に お ) て ﾡ林利害ﾡ係の代表ヒ し て 方向ブ 

けられて ・ た= 匕に由来する. ﾡ利字が経老経済学に座を誠った 

二と は他の大系 づけ c利益を もたらしている.

(訳者 ﾡ証 )

こ の印刷では君有の月文も全目録のﾡも省ぼしたので これ

につ ・) ての詳細は駅文の 「今 と目録(ヤ ろ,3 念)」を谷ﾡして 

ほし、,. なちそれをﾡにまとめて彼の林 業経送 経済学の大系 っ

I を 式、図的に示すと次のとお である.

林経 老経済学-

(思ﾡ の説!

「基礎為 ---- Beそuo&&xとk
I We名 - cイ 69ゥxx分2e,

・本林も価論-------------------------------

オノﾡ

オスね

羽益計算論 -

目ﾡ定 J:

経営経済导ヒ 林茶国民経済学 ( =林政) をﾡ括して林求経済琴 

とレても基支えなu(2 Kost(er) ; 但 し仕争の 分駆と 講求の郡 

合上 とその他- ﾡﾡ に行われている分かﾡに対すろﾡﾡから、 その, 

株※経済学を経送経済学 と 株政に 分けろ二と か 当であるヒ思わ 

れる.

林業経莒経済学の大系づけ後既に本謁の序言でを堂して ソる し

: らに本きの目録に は詳ﾡに示されて る. 国能訳者 脚註參殿)

次 に此の学科に 林業経営経潜学 と云っ名前をつけたわけを話こ 

う, 彼々はﾡ休経済考としての林業国民経済ギに対ﾡして。個別

経#"(eと&64444e ヌ は" 私経済き "(Poxdン2&cイ- ・

A&&と)とそう名尚を候用する=とヒﾡえ反ボかも知れぬ. し
かし 私経済学" ヒ云うﾡ現はあたかも 二 の 学科が、主 と して私有 

林だけを 向IﾡYにす る が初さ 誤解を 生 ずるの で不迫当であ る.(-- 

並の学科で は公有林も 私為林も 平坂っ て向ﾡを解明し てvる -・ 

„ 本*ﾡ別経済学 ・ と えう長現も また、 らにかむヨツ大ミ"同保: 

Aに 地方経済と田民経済K対する般意が等肉ﾡミ れてVるかの如 

き印象を号えるから、 二 の学科の名前 として歯■当て、な、し

しかし奉楽上 、 此の科は個2 の林業の秀奈に際係を料フて 

る,c& は外引用 した林久名前を拒否 して そのぱり ・

有経済"(6ら～...とゐcイ*そ) と云’う名前を校って、,る：； しかし 二 

の名mにも示「*= に表現= れる向題範囲 の局R住」の点 かり 異 

瞬 がい ゐ- こ の 学科 て、 は" 所有"( e.・ ・ ) が売っ オ

向通つなるのではなく, びしろM有. 経営の何れであるに

(4o) (4/)



しても 林業的¥位" が向選に なるのでろる. 切え は,或る 意味で - 

つの林楽ﾡ但ﾡ経済である r画有林ご林郡」は送林ﾡと云うもう 

一っ 大さﾡﾡ単位」に救め込ま4れ. 納極ﾡヒは「ﾡﾡ位」 

に教めこまかれる. も し似に山林の賃質経営が得在すろ場合には= 

れも示- フの個ﾡ経済前ち経ﾡﾡ位 と有撃位を形ﾡろ.

「個々 の 森林経営」が走づォー ヒ経済ﾡ率位 ヒﾡえられるので 

私は ・林茶経き経済学 "ヒーう名流をえらん だ. それヒMそ 

れによ つて北ﾡにﾡ守されろべさ必場 ( 狩にﾡ本ﾡ利学 に対並し 

E立場 の本ﾡ的料徴が示 されている, ﾡ利季 は会ての調ﾡを個 

々の林かに 肉所 させ、 二れら の経送部分の経済的独立性を 立し *
そ してヌニれらの林分を単な るﾡﾡ的平位 レしてのみ考えてる 

(但し B-&,イznoc44 の ・ 完全が ﾡ区烈 " と 状林かを 除 

<)。しかしで ら次際には経送ヌ は業象の経済的¥位を形速っ 

そ \)る. く但し将列が計ﾡ報盛に対 しては「会本 と し て林米経密 

の 条件に 適合 す ろ徐な休か群」が経済単位ヒ なるニヒもあるう. 

私がﾡんど袋ﾡ経済学の就ﾡ合は結局 • 経営長ﾡと の区洲を強 

うすろ巻るあり、 ヌ=れ ドイ ッの林字の政料分坂に於ソて も公 

契これ てる.

I方法論.散義・文献

α)歳守した方 針(る法ぶX に ﾡ利 の方針に対立するもの)

今支べて未に奪柄の中は既に私の方法論の将徴 が現わ れて

る.・

と

・ Betue合,-Sシyイwxk と ・ り化と.イe.x夕e ' をダルンテ

して試明す る ニ とは自然科手 的研 充の研究方法えのA 9一&ccど.cra 
を示す. ;づオー に森林経き経済の多ﾡ性ヒ= ま さ・ま な森林

所有者な計のﾡの中に於け ろ 森林経営 の 位貳 に 関す ろ像を与え-

次に 牧 要論的契教, 経営技術的成果 ・ 貨幣経済的成果を 夫、 利用 

し て etる - ・oイ &-多&.&&y の 内部的内ﾡに戻す ろ感を

える= とを試みるつもりでらる ;の経営経済考の基磁となる

コレクシヨ ンは週想ﾡかﾡとﾡ括の仕率をじて行われる ・ ﾡぷ 

的方法 k 演繹的方法の図供を談ず、る 必要 ばな かろ ラ ; 方え方の中 

ヽ. と なる ﾡ綱が研に *の万法を示し そして新しﾡﾡ ・ 戸地 

述論 る 解ﾡし て<. 私が研ﾡ の基礎 ヒして用うるも のは思書的

スは数考的に作り上げられた「林業経 又は 経営 部 分の 規現ﾡ得ぐ 

はなくし そ「際に行われ てる状況と経済成梁」でらろ の 諭そ 

の際に多 くの反規則的なもの ( Re&-とラke&.)は な込 し 株 

返し規則的なも の (Rナムシちムロルカ に 験= れるう レかがし 

が. 則的なも の "は,, ﾡﾡ "ではなく単なる ,, 尺及 " と して注夜さ 
・ 「、・

れるに過ぶな\. 山に 説.ﾡすろ 方法論は此の点にフ ても示本 

教利や古 ﾡﾡ林価章法の それヒ本負ﾡに呉?ている:

の方法論ヒ 古典的林植簟法、映利 と の相山はﾡ林ﾡ利の試橋 

概合を解明すれははっさゝヒわかる. 敕利の講義 爾金 を

(42)
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ノルムルタクし は「係林の 力 と 成の測枝術」ヒ 理解し た う 6,.-- 
e はﾡ利の中=「森林経営の炊感ヒ貴用のﾡのAクwタチex(声株 

を天和にかけて方えるニと: - 识若 註)に翔す る幸」を こめた ; 

=のﾡえ方は該、理ﾡるし かも 一 ﾡ的に 十 分支お =れ て ・ ろ, の 

exの概念規ﾡは本ﾡﾡ に狭く、 従って 要ﾡを唱えられねはな 

ぬ う 彼はﾡ利を。林業の万法枚益性算 " と理解レ、 そして目 

的設走を ・次益性ユ求 ・ にﾡﾡ し、a求内意さ ﾡ益性の検金方法 

にﾡﾡした。 /7avみ.は6みイue～と円ﾡに素林装利を 生座貴し 

ぞ の成果 の南の Abw名yer の 核術" 安は ・ 賃用 と 政果 の ﾡ特( と 

ccfeeie&C ) 冬 証ﾡ する=と"と呼んだ。しかし 彼は さらに 

ﾡ々が土地純ル益説と 同 じ意で用、てろ 季桐」に注を集 

する=とによつて後の 解永を ざした.う* し て彼は会 マ の 成票 L 
牧益を ーフの生産翌業、印ら 土に用属 すると ﾡし て\る 

Sびダetに よ れ ぼ •" ﾡ利"は「林茶のう法の有利性の 計ﾡ 1 二 商 す 

ろ¥」 でらり・ それけ貴用 ヒﾡ県を比戦する ヒv う立場から林業 

を研充するもの であみ. =の解双はゲみeてよりも広ツがしかし道 

※目的を球術的合理性の指ﾡ的立ﾡの も と にポけ ろ 成球 検登)； 七 

ﾡ してろ. Boooe による=の 科の料微づけは不ﾡ甲でそ の上 

らまv ばﾡ合を使刑 レ て不確るある う坂 ・ 森林ﾡ利は「林 

ﾡ、林木番積、み林を 土ﾡヒﾡ積の資位ヒ して示す ※本のﾡにい 

し ・ それは「最ﾡのをﾡ方法の ・査、前ち経済の次益性に知 i 
ろ概ﾡの役得及が一ﾡK経理」経老の基破の放得に役セ っ ・と a 
つてる。 二 の 文章につ、,こは特にﾡ術的紋合 ビ 経済的ﾡ念のx 
アが非ﾡ= れはら 。

六部かの森林ﾡ利子右はーフのハ用戸ﾡでﾡﾡし、 それと F1時に 

っ。 ,• 後贪の 技術的方法" の調査を目ﾡとした。試県予立き平" で 

活足して ・る. 保本較利は「- フの経者目的、町ちるさる間り承 

あの 取利 の 基礎 に 基づっ た ﾡ特的現ﾡﾡ法の確注に 対す る尽向」に 

ょって ﾡﾡ論と し て 料徹づゅ られ て、)る. 森林経理の 多くのﾡ者に

法正林" がﾡ林目ﾡヒ して念ﾡに浮んでvる のヒ同l杯にﾡNでは 

,法正林分" か、筌 済的 並 ひ'に 技術的ご 目 的ヒ して_ﾡえられてゝる.。

々は -ﾡ経済字 に於りても示「唯一つの尺よのみを 示すイow 
acgが"の法正秘倉」からあれて経済的解明の多ﾡ性のへ把」 

に ほる 前進 して る包多,採める. 普も 示最項の刻と して「 

法正論(%29c火と&ん&&ze)か ら あれ ようとして、)る( 存主 

殺書学). むしろ坂々は苦. T 非常 に直経ﾡに 自公力 によっ て支配 

されて\る 経活部Y1」の手特的研究にあ桜づ けられて、色々な立 

財の 森林反の 色々 な経斉状懲の孫林経逃の多杯なﾡ象を証明す ろ

ﾡに経済ﾡ行ﾡのﾡ産を設来した。多 く のあ東家は合目的々経潜 

目的と経営目的に典する判断を 形成する 為に モづォー に森林経 

ﾡの個々の 自 べ的並びに経ﾡ的な性賞の契ﾡに概本的にﾡ 

する 代り にA林経きに 現ﾡ回 的を嵌めるのを情として る.

府林較科算はその 成果計算に よっ < 成県き計算論のﾡ戸一部Y1のみを 

形 腐し た が城 々はそれを. statiscte So8&xkoなncec&ッー " 

z 呼ぶ'ことがて、とる ； *れはﾡまの広深の▽味ﾡ係せす、 しか 

も「立成され る 資本貨子(Keとイ&&ueta ゝ のその経清目的に 

っﾡ琉契」 cはま s c-ﾡも ゴっ て 保し た - とがなかっ た .

(4) (6$)



しか しﾡら全て の経き経済手 は結ﾡ T放果印ち利」の確愛の 

方法る 資産状ﾡの 愛化のﾡの中ヒ示すべさそあろ. 株※経送経清

の課選は r その経落Y1に迫 しロカ法論r功ソて 成果 計算 (e4- 
・.とん.)を完政すナる =とそある. 本※に逸した本ﾡ構会 

算 ( fwt&zんc 6ペタccん ) を欠てuる二 とはﾡ採税 

立法の数習の下におて多かれ少なかれ認める二 とがでさ る.う人 

z はその孔(ak2) を「ﾡ 林験利 の代りに<ヌは系 林軟利 と共に) 

商業 的 授 益計算 にしら ﾡ信対ﾡ表ﾡをる試み ・や「経営統計 

の 改造 J ヒ」ってﾡめよっヒして〜るがしかレﾡ等の全ての計塚 

課当は林学経き経済孝に統合ミ れ ¥れによってﾡ逢=せられろ 

べ そある.

森林絞利字 はrその成果計算 と経済目 的( 土地資本の そさろ限 
・

り景高の收利)のﾡ執性 (6x..今火.2 と「経済学位( 即 ち 経它又 

は所有>では なく 技術的 面積単位 ( 前ち林分 > を 広果計算の客体 

としてることによって 林※経営経済学の完成る ・難にして\る」 

本林ﾡ利学はﾡ 2 の林かを「- フ の経送ス け作業殺ヒ 委 ○場所的ヨ 

位に嵌めゝまずヒた だ、聆 向 的な価値 形成終過 一輪本期一 の 

にﾡしている ﾡ利学は承合目的々 な目的契ﾡの方針 と し て" 

る-マ の樹種, 輸依期 ヒ対す る資本化= ル e 宝ﾡ賃子と して計算 Ke:a4っcecそ /exccxピe"や 

される土地牧をﾡ」の最高額のみを観察する, しかし長ﾡ的林素 

にお て林木生長の時商領ﾡにつ て 一つ の信頼のおけろ算を 

行うニヒ は殆 ビか可ﾡであ る. ﾡ利キ では個々ヒ 非ﾡ ヒ 商岡の 高 

れﾡド尽に所面すろ牧入. 支ﾡ(特ヒ 数十耳後ヒ始め て 生 ずろ水 

入 )が現在 の 価格 ヒ 賃 金親 で 価 されわね はな らめレ その商

(44 ) 

の林木 苗 和［の処理 に フりて今日の牧- 支内係を保定せね ばな らぬ 

がし かし 林分の 林木生産 の最総時呉 に於いてはそれ に つ りて全く 

別のものが決ﾡされるであろう . の計算方法はも っとﾡ単で信 

点の於ける「個々 の林みを 経営の構成員 と 売え、林木生産のﾡ成 

県を色々 な早令の林分の同時的並存におい て 抠壊 する 計算 方法」 

に応べる と「目的に合わ証路」の歌 に思われる. 数入領と支地 

額は現実に定奨な共』性においての風に岡述している . (例え 

は•森林純牧益 の 公式の 歌 に ). その 君信(訳者 註： 土地ﾡ攻な説 

に基ブいた較利琴の考え力) はそれ が率 央上. 時 同的変化 を 慰視 

しているので 時向の計算不確実性 と そ の都度の経済ﾡにす 

る施合 と 云う特別な長所(訳者註： -林業の長所)を正ちに取扱

フ てu なo. 保林較利 学 の敖装は r 動ﾡ的ﾡ察方法に対す る会て 

の基礎を欠いた学談」の基避の上にﾡてられている. そこには経 

H 比較も 時同比載も 使用 されてv av. 林系がﾡ次飛展し. 株 

も 次才 に率談さ れてゅかね ばなら なかったうそれ が此の学科郡n 
の 会初 の 主唱君 達 の 使命 る あった;それIに は現ﾡの敬字から増楽 

して全林太主産ﾡ向の次支を (支*か資値 . 質村金と して利子を 

生tなな >長ﾡﾡﾡ借対照表 にﾡﾡす る為 に使用 される「林米政 

果の投景 図」を いわずとと の える こ とがめ 愛であった. 仮に首の 

株*の成果を (成果改登 の 目的 で)ノのo年以上も利用 した場句そ 

こに「ﾡなるﾡﾡ的ﾡ祭」だけに 基 く 錯誤がﾡら かにミれたとし 

ても、 それにょ って林学の最初の主噛者ﾡの功ﾡはそ こなわれな
•、 ・,^

U ; とは言うも の の 反面、絞 等が「個々 の林分」と「土地 と林太蓄 

ﾡ」について下 した向童った rﾡﾡ反ひ経営の計算的解釈」につ

( )



て は当然ﾡ告 されねはなら な).

ﾡ※ﾡ経ﾡ経済考にも ( 特将に災借対照表論る)ﾡﾡﾡな文見に対

ﾡして Vるウ健計の主ﾡ名か る. ばる「S64k ・ 反公雜厂 

wgx xk の対立はる千奨っ たﾡ徹るお って るがしか レ= 

の品者とも成果塚るは経活の秘辺程に注ﾡし てろう 資産田 

ﾡの瞬商像は r不充分なも の」レ云う二 とがで さろうこらにニニ

るも示ーフの企ﾡの T 部分の 個 々 の評価」の 欠尽が示 されてろ 

; ﾡﾡ的方向(前ちいわゆる Soce&6 の, &cゆスat:っcAon" 
タ&&本)に拾 ては「ﾡ算 ヒ 同に物愛ﾡ算が撃来=れ 

単なる ・ 資産維埼" が立歩し方えられ、 従っ ―保統也か锹挑櫟で、 

推契こ れる二とよって、単に殯益報告 の みなら すさ ら 上林米経 

芝経有字会体に対 してﾡにﾡ翌が猟意が張ﾡ=れて wる.

w突的策ﾡﾡ表 の福場的 が主孫君 そある Sc&u&x&c«は株 

楽の計ﾡ制及の楽感の為にもガﾡの影響を与えて る. う ﾡ々は単 

が る「全輸校期 の " 多.wr"(姿利 益> のボり に Rzod4asc&et 
ヒゆ(東ﾡ的項益を証明すべさである. 私か彼の詳論を正し 

く 理解 しらとニろでは、彼も 示算年位 ヒ して 経営又は 折相 を 契 

めそおり、 らか Kz4yer の根益計ﾡの短所をﾡじて"るか 

しかし 価値権将に 及ぼす「受出の影響」をちまり ﾡﾡして な 

場去数十早回「林撃」はﾡ利 によ っ て 支配=れは しなかったが し 

かしその彩響によつて楽展がもられてさﾡ- 今や坂々は 数多く 

の経営比ﾡ と 時ﾡをﾡ用す る= とによって r個々の年」乃愛は 

「ヨ り長 東回」の変化に 多ん お経老経退」に森 林家の 注意 を ﾡ け 

る林ば研究う法に従報せ はな らぬと更う

震業 そは ・ Sイ&k" の概念を 收箱成果 に 対す る肥料(PビzeAいfw・) 
淳わの闵慄にっ')て純然とした崔的な意味る(技術的成果ヒ闽連 

ブけて ) ﾡ用 している。ルノンタ九 の。双抹殿利“(”以' 

a& suuk ) もホーつの「主ヒして ﾡ点的給付( 林木枚ﾡ ) に 

ガ日ブけられた成環渕ﾡを並求した,その後、我々 は「経済的( 

貨幣的)同係と自然科学的(量的)関饿の差」を懇褊し, ミらヒ 

「断的 (及※的)計算と長ﾡﾡ(林業ﾡ)章の差」を気ﾡし 

- 貴常賃用 と 賞部利消のﾡの均衡岡係を林※に おいて 証ﾡしよ 

うとした. X※の専例には生産ﾡ同が短いのそ「個々の林分る 

は (遊林さ れる ) 裸地 に 阅係づ け られた林ﾡの成果査注 におけ 

るょ リカ 照向経過を無視 しても ﾡ支えなば いと云う太京的正義(Recht) 
かろる., • X業に s・ て は彼々 は そ の成果 (eyc&.3) を向もゴ 

く利用 で ざ るが林業で はそ れは大低の場合不可能でろる. 孫林戦 

利学の会密時 に はT 自由経済に おけ る般価の或、る連続的増加,( 

前お城貫生長)を安るﾡ意支経為法則と してﾡﾡする『布望のき 

。』に 耽る傾向」がら った. そレて 比の仮の為長 とともに一 

っの感い林米利率、 (ス～ 3x)において 負的的発展 •を充分に有 

基することがてさると危えられた, しかし戦争 •インフレーショ 

. 級浩急ﾡ. 政産な ビの経験とそ の発果は森林家達 に時の英 

勤経题をわかり 易く&え. *してそらは為にﾡ裕、 八価賀係の 

※震 と ﾡ血が向語 そあることを示しﾡ.

次に==にお向ブサられるべs お針の本負的特徴と し て森林評 

品 の彼u が強調 されわばなら, 此の 学科 部门 は 森 林戦利孝の基

(<)
(<夕)



旗とレ て設けられ. 個々 の林分 の評価の計章 公式を親りにして、 

た. 着者(訳者社:=D»んパ)の孝談大系に於けるﾡ林評価 
・

で はの株なう法をﾡ通し い;何ヒ なれはそれは「林業経ﾡ経 : 

済学のオ ノ巻で取わ れて u る基礎的研ﾡ」に基いているから :
・ ▲

それは「会て の経と経済的課額、即 ち 森林評価 . 振益算、目 白 

設定 の 実行 上 於て試ス られる べさ 多ﾡ的な強定」の基礎を程岐す 

る ; 古典ﾡ挙説は公式に あまり にも重点を置さ場ざた, 渋入と夫 

払に戻する入会がﾡは論、全ての経老経済家の教移である: 

しかしそれ と同時にﾡた に用 ・ られるべ 数字 の合立地的 に し て 

適切 ばる送択 と そ れの相互依毎性の把握がﾡ野である,

ﾡ後に私は Lenu.P の輸丈でﾡらかにされて ・る赦林取根 工 

2 対還物に諭及し た ・ : 彼もﾡ本の個ﾡ経済の同選 Nﾡをﾡ本占 

ヒ求坂う =とに努々し、 *し てﾡ益予た計算のみる は満足し か 

フたみ同時に彼はく ﾡ袋論 " ( ゆ9xox乙xssxu ) として* 

が表現し た林に )ﾡ林ﾡ理字の部2そ この学科の中 に 含める二 と 

がめ髪でちると尽った ら※の他・ 彼は経済目的の染速述を侵的 

取坂 ってりる.

オ /のﾡ案に図して は、 * れは 勿論森林管理学 ヒ 寄帯にN係し 

てりるっ 商業的経営経済学 も 灰" ②aとcな.. ・ ( 細継う と内申 

を有して り る (ze.Wa&t) . 森林ﾡ物の規整は経送 の本A師 

項特徴を形成 し. そ して 経済成果 の検姿の際に 重晋 な 業務を形 & 

る. しかし森林ﾡ理孝自体はを済学ではなく技約孝でらる,林来 

の ※ぬ構造の御城っけ(ezムk少) を 一 個々につても会体 

ついても一 記 ﾡな経ぎ経済的 (原価の ) ﾡ盟と見なすこルは」 

しくないでらろう ; むしろ tのキ科炭は益々独立の柱 零 (Beed- 
oッをば裂 ヒする,同 ヒガは因有林管ﾡと公有林密置は国家 

主 枚ﾡ課ﾡ及び そ の 他の課を も示命ぜられるからう いわゆろ 

紡論 (ん203)は分埼造を特別が確ﾡの生活共同休 ヒ して 

取抜 う学科部门による上 部靴並をダﾡ とする.

次に「目的の論述」にﾡしては. しかに。Bccc&Myっイxx&k 
では@々 なﾡn に決足されろ 目的決定がﾡぜら れろ もではあるが 

しかし経済目的を向来的に決定す ること は上したﾡな経営登済 

家の課選ではな<. ヌ決して基確工でもな、. T全ての経送経 

済的港登に おv て賃用ヒ次入のﾡ係を有列にす ろ林に注意せねば 

なりぬ,」と、,うこ ヒ は 我術 的理柱の 必要 系件 であるとﾡえら れる. 

wR&イ がこﾡが目的決定 の基礎ヒして示 した"わVろ・ 市場相 

作(/xxkt〜～と....x) は=しあたり ¥にﾡ的ﾡの確認に

してのみ決を5えろものに過ゞな\ う それ※( 訳ﾡき注: = 指 

後意向)ほ長照的計画を 支配する ニ ヒができな、成果の市揭板 

ﾡ性を証四する 二 とは Pk9o.c夕e く 広果 分析 ) の 宇堀 でゃる 

; 私の目的設論はピ = から 演繹 、 れてヤる・ 色々1目的は基磁 

的部分で、制定 ざれ ね ばな ら め ; 条林 家は「決べモろそして 且ﾡ 滝 

ある回的設定」に対してあ歩されるべ さマあろ.; しかし経済目ﾡ 

と経送目的を確認しょ っ とそっ目的のたの将来のﾡﾡ成果にﾡす 

る油蒙的 計 算 はそれの自然的な 不耀実 在 と衛 突、して矢政すみ, 番 

送経済ﾡ はそれﾡ用されて ・ろ部分にては Hunz&っ&a子クt 
が並べたﾡに唯単な る, 素林の力とﾡ県の抑ﾡﾡ特" であるに 

みな; 彼は, ﾡ立の経営 方法"にﾡする 算を 否注した.

(ク/)

(ク2 )



氏 に印 レ ﾡ研と 字は「個々そ か何戌 目的 を ﾡ す るな 

案件: の多休性を運藩する為にたブォーに.及ん&るxxん*" 

を行わはならぬ ・ 戦利 学•はその計算的施象化に同す る刑問の対 

に紀べにる故科巻的用牛に祖まつて\る5 *れは林学学生にっ 

て正査に 勉強 =れるがしかレ 試験がす んた後は大ﾡわS ヘブけ 

られろ.;ん々 は他の理由 に城、)た銘注を 字 向的〃 認によ フて 

ﾡ用 さ る為に定理と 公ﾡを取 上げる. 公ﾡが九根価 に用、ノ う 

n ﾡ易合は往 々にして「現ﾡスは自 然的政党に矛ﾡ した答」かる 

る; そこ乙安々は二のﾡな 計章る,らゐ pん。んンした、"iに p、 
フや クルステ/ スの ヘ ト・

める二と名 ﾡ愛 としロソﾡ は神入= れ ﾡ 数位 a「それ か <ら か 

資合すろ」修正す る二と を翌 ししE。

C 訳有 : スロクルステス (Pzekzzっ > はギシマ伝にて 

てく2 怪そiでをを鉄のベッ トに素かせ てその 体を 二 のゥベン 

卜 に合わせ <のったり引S 神し P ッ 締め Eりし て名 し 日 ) 

林価卓法も同はな状区にあフたう *その公式はそれか課税書立 

森林保険計専そ の 他で放契さ れﾡとはろ がらも ぼ おﾡ安 ら す 

一部に用 られてろ ; 多< の澤门 家は それ名 通主し た り安は地 

のものによつてべ色したりナる= とに非帯は努力を行っている, 

彼等 ば 経営経済的販 業的 為の 贵氐は 嶼童 な 鉄走 にある と云う= と 

る見のかして、ノろ.

従フる浜本官の経験、ﾡ求は ( * ・ て勿論的を全性も示> * 

の学科の楽をを期谷し てvる. 新し"課ﾡ、特に米税ぷﾡ症の* 

れな此の学科の 発達に闷糸 し て"た 係林経理もかなが登求る 

経営そ斉にもﾡらす。 森林生物坂的知教、収ﾡ論的研究 立

(ク2) 

論的研究 の 莖歩 は 視野を な ゆ、 そ して他のう法をﾡ示して ソる・ 

み法正は" タウヒ 林業» ヒ ネうﾡ倉 はおいう袋2は個々の主受書 

ﾡ ヒ 林分種の合立地的現(SZ.4-r-otkou..... うの大さ ッ ﾡ興 

名 契裁す る旅に努力する. それにたじて 林米経済予 も 示タ ウ ヒ経 

※、マッ 後営 ・ フナ経ぎの特殊性をﾡ々にﾡ究すべさ であ ◇(ゃ 

:ユラ山ﾡのフナ生注はﾡ色み岩. *途石、 ず岩ﾡのe々が鉱 

Eﾡの停任にﾡっている5 *れに部なた る経済的ﾡ又か際する 

( 例:岩応に近ヤと、所ある夫々の マッ経営. マ ッ 大径木 

主産マ、フナﾡ太経老) ; 新鮮な( 確早の生えばい天公受折 

の呑めが ) タ うに経営 ・ ﾡﾡ み否 し < 築浜 し ている石及岩地のク 

シヒ経名 . ﾡ山地方のクウヒ経ごの設はﾡ然的立地性賞と経済 

的立地性負の結合の ノ四とし て挙げろ ニ と かで さ2.
個々の経の 同 感設定か立地 の 本放的 /ezkIに従っ= とによ 

ってー フの他の方針( カ 法論うがじ翌に"る; 森林行ヒ してま 

= e し しは取扱われ林※経老経斉学は* の最本にみ〜 <.経清 

的2地ﾡ"でろろべミるらる. 公炎の対さ . 科に尿料経酒との調和 

がﾡﾡ=か • ユヌ林業の茂果予(&3ータ。o.とイなハ)が四ﾡるあ 

ろ二とによつて益ミ 比の変ﾡ(Vsteみ(訳為証:-ス法ﾡの交 

ポ ) が強ﾡ= れね はな ら ぬ ・

•)学説史

・ :のﾡる考名くるﾡの後ヒ(ゝて示してある糸字は*の看のHXミれた 

を示す丸のである -次看>

二 こ で取坂>林料の大師分は、 その 香一ﾡに叔科る的ヒ aとの 

ゅれずに色々種類の若に 分称してﾡものそある- 株業経老 

の成果 無件と 目的設産は cイc.4ラの。 Betxcクsペ"4(イタ3$ラ



で非新に群細に論ぜられ、 ヌ彼の Lefc4ve c4c 万evイecrzckr i 
(/928 て も ﾡ分的に論せら れているがしかし二れらは 大休に お 

〇 て , ﾡ利的- (イc,c/ ) e ・ 前ち本菊的目 的設定 に従ったこ 

林的提系に対す る 師分的高索と し < ・ 非ﾡ括的に- ヌ延哲 の性項 

にもﾡ注なく論ぜられた. う 火る - ・イ &K9oe&wcla の か祈、 

森林浮価、ポ益封蜂を取う ニ ヒ は元来是号の本の課雀マ はなか 

っ た。 &cax。&/ の " のxucんな &c*とん.. 及る:&&Aue 
(/93の)は上に説明 した「二の 等課の課遷 ・を満していな、・ ; 

それはT 土地部牧益説を表す る= とを 求めだ較 利 の本 ・ であ っ 

て私が本きで負求して、る旅 "統 的 成果 を 利用 し2 基磁を欠ッてる

ヘ&a の Fozt&と&.. S&&k ( 緑林載利 ) の承科書(タノタ は 

本ﾡ算法と肉して\なゝがしかし経営経済等の課函範画に承も 

よ< -致 しe内なをﾡっているう /ac&. は林米の 成県と依ﾡ論 

的糸件ヒのﾡ係や遮林ﾡ可ﾡ性 ヒ の内研を羽整 しよう と努カ レ日 

のてその木は長〜 向 造林 の 読太 の ように思われて\ﾡ. ^wz乙.の 

論 て経済的口盟 と自べ科き的並びに本特的認談の結合のぷで 

他の政科書の 合理的" 思想 世界に 比べてー フの 意味 家領 な 薄歩 

が示= れ て ・ る.

しかし /タノ 以ﾡの多く の文献やG&ex (/? /夕)や 多 < 

のオース トリー の杯林家・ 学者達によって数多く 主張=れ 「土 

地経攻益説否 史 の 試み ・ にフて は私 は それも 示 , Fewそ&c合- 

s&とk " Fと 思 > . 彼ﾡは 安る 公式をうの 公式 で置き祝えたり 索 

は 見かけ の異 つ た思想上の林業像に よって置さﾡえPり して、 

る;救2はその旅なこ とをする代りに 現素 の 林業 経者 やその中 

生する場ﾡやその政果や個2の場合に於ける枚益 ・ﾡ用ﾡの内部 

ﾡ賀ﾡや林分相互ﾡの経ﾡ的岡豊. 並び に経老会体に対する林分 

め経済的ﾡ達を奈充し. そして-般経済学の命選にﾡ倉によつて 

赤葉の 目的や森林部極方法を zbsteckex する= とを挙返レが2 
る. そしてス他カにはそれら 以に根会算論がある うそ=そば 

く々は少< ヒ も 林米 にﾡした方法を汚え だすボッ に窗業的後記の 

松業校に想っ て u る一し かしそう は云って もの表十森当入 さ 

木 た横益計算 の 研究方向 は ともかくも 「本な検盗 (e-9ッシーy) 
をとり上 げた」ヒ云う たけの功積は もってりる,

まル収益試論為 は内通向保の学内的阪ねいかごのﾡの創立 

若によっ て始めて塚さ入れられた かの如 く述べている. 土地極収 

後論者の色々 な 若 書が「科学的 •研究」とええ るかビう かについて 

は/eo年以上も前から今日に致る立疑同がある. /azkwtc&(お 

微)として は聂别知識の 精神的保証のみ が用 ・っれてりる. その 

落味では非常に古い論支も恋学向的に着求がﾡいと思われる. 会 

て の有名び系求着家は s 世紀後半から / ク世紀初頭にかけて 

A林評ﾡの原則に対する鑑ﾡを決めた ; 計算方法が作り上げら れ 

規 s はな らなかっ E ; 森株所有 が大 変 案 され たの で朴林評 

柚 の必呼上森施顧向 官や 財務東員 が留 かれた ・ ﾡに パペxのFoze- 
t&cxocとc (ノタsク) や Sxee のFoイみン (ノク/S) の中 

には足に 肉す る 論試が盗べ られて1るうの.L. Haxイy G /夕/ス )/ 

Cpit ( se4.s ノマ>は 部 分的 に終等 の Taatoou&vズタe一 

( 森林 経営ﾡ理 > C図所し てヌ部分的に は 别 n論文 ぐ 資法を

(ク)
(グぐ)



姿活 して る. 彼等は 主とし て及務的目的 を追求し て、) たが向随,一 

「経済画及が本ずの 自然的 条件 匕対す る内部的同係を 強調 し、 よ 

お法の中にﾡ量する二 と二よ って学回的な基本容測を示 して る.

彼等は 森林祖同 の 計 算の 際 に「現ﾡし て ・ る規宏 ﾡ務等に よって 

映義の探統的收獲 に向さ れてい る森ﾡヒ有者がﾡ量に匹理で = 

ろ 系杯・を区別 しさらに特別なグルーフヒして 「ﾡに (会妹的ヌは祝 

分的に ) 過 し P杯林を終括 レた. 復等によって 授案= れﾡき計 方 

の個2のものは不充分であるかも知れがり; そのことは此すしも ・ 

号 ではないの でらる.; 彼等のﾡ及はﾡ代の状況にﾡ合= せ て枕河、 

れるべきでらる; ﾡ符のﾡえ力 は林ぶの 基本向ﾡに対して大ので月 

る 城々 はかの巨ﾡ ( 訳看註 : =Hイタ wnイ cは > の 論文 の 中 く、「於 

てのネ林家を繰返し没系"せる低値の多い思選財」に出合っ.

土 ﾡﾡ枚益ﾡのﾡえ と計押才法も示もい条 1に漁を 発してしる.」 * 

ヒクん&<(/夕zsは将来の攻益( 現輸伎ﾡ向のスなら ず後 2に歯谷 

= れる枚益も含t )ので=ろ Fけ長"学前決ﾡに よ って一つの 源 . 

評価論を造り上げよ っヒしたう し がし彼は斷 る Z必々ル3ル.

t クkzdexttowy (本求計 ﾡと市場指ﾡ )の 的確性 を 全く 道 

し てりた )彼は ( 当時の他のヘ々 ヒ同じ株に) 輪 ﾡの全枚入 支 

を評価時点にあ引く=ヒに4 つて長ﾡﾡがﾡ望畑き算をﾡ用 しe ; 
し かレ彼はま ご土認枚会論有の資本主教的彦えス - 土ﾡ杏本と 

株太請積資本の利 3をも賃用と して 計算に入れる 二 とによっ て意株 

石有、・わは級負負を低ス有 8全A務ﾡ ヒ 鬼なす土地拠炊拡祝の 

売え方 一 にとらわれて〜な、. 物吸々 くん スう a2&* kz(o
イ, cイイ グuaイッe.(xxoは 森林ﾡ牧 益とア研をﾡって ろ; 従

(クど )

フて々は 彼考 をわゆろ 森林米益性説(&んんccん-&.&&&uc> - 
我等 より も すっ ヒ 後世 に較利 学 者 の一群がり、た 森林炊益性説 

-の座看 ヒ呼ぶニヒもでさる. H.xイっイッ®・ は環ル」ではなく「林 

木 36 依を備えた 森林」を 計算方法廻立 て の基ﾡヒせねはならぬ ヒは 

フ s り速べて vる. 火みータは「派ﾡの地価ではな<ﾡ林全休の 承ﾡ価 

処を目的設定の皮采指針<6ん多。.〜ムwゝ にしてv る. 後に森林折有 の 

性Aに従っ て ﾡ林分ﾡ価 (uk4ら～ec&&-uッA〜..が). 森林炊去価(4とと- 

ucoteイ).森林保有価(4&A%c4～rチ...イ>の空の ーフを計昇 

すべさこヒを 部極人 に 参せﾡう 従って彼はろつの買っ た目 ﾡ設来を 

ﾡ徴づけ て る.彼の場合には 個々の林分 の給付を ※ れ の価値ﾡ加来 

と従って調査するこ ヒによつて も っ は・らの汚奈お法に依将し たﾡ 

私お針 ゲ基ﾡと= れてりる.

F 返した森林部植の指痛原則に反 して.～イeイoは当時の所得合 

ハ 影科 を 受けて おりﾡはﾡ林ﾡ利で次益を地代A 3.会及α公米者 

制润に配分した.それによ って牧は土地2炊益設の羽の思歩&曜選 

し E.(原支ﾡ駐:=例えばwなん～.. は 最る賞ﾡ利掲に 武ﾡtに 万 向ブ 

けゅﾡ林米の目t設定( 訳者:=土 地ﾡ牧益あの 旨的教企 の動- 

性)を米の本ﾡに及するものと してるしﾡ がiイ◇イン〜・は 上 延 

の次にﾡヒ別の を味で土地級区益説の 画一牲を控起 してヤるゝ

従ってkみ夕のぷ3うヒHし〜&つ&〜(タスつ)は 夫、彼 等 の 価値資 と 広環 

算によ? て土ﾡな益説の駆者 ともがっ た.しかしルメん&イとん～.ん。- 

ッハは法正がを済目的と経移目ﾡの章の算特的ﾡぜからきた目也 

をってた; そし て彼令はﾡ益ず価値判丸定言ﾡ判ﾡを個々の経 

き。 決ﾡ的特殊性が*れ らの正当 の叔利 を郷て ろなが経済計里に 

基 グけにJMLApnA(xsx) はゆる種ﾡの一般«'に対すろ斗等のサでまさに二の 

(クク)



京則を鋭く 弦謝 しﾡj 彼ば 資本計耳を信用 し ているにもﾡらす 

T か の最高牧利の 要津目的」を非締にﾡ作法ばる乗で拒祖した 

彼の結論は特に「彼があ ・支歯会と斗い. * し て利子利益■に出中 

し て 行われる 早期 且強度 の 回板を 推提 し P時」に主ヒして 土地契

名談ヒ 資係しているう しかし 同居 に 彼 は特に @ Hン の計率 

6きﾡと普辺化に翼を申しユててv,る. q 

土地望塗教の最初の福導看を. 即らF...ズ～〜.c(〜w?.
Puerac(/sss), 9uイ.Hッン(〜4sうは地畑枚利の基礎の上 

に枚を性論ヒ林価算法をな < り 上げE. そ 丸 F対す る成果尺と 

は尋ら 「土地気子( gc乙u& )」児至は 「Faxる..... の 公 式 

か ら 計界さ ﾡ地価の最ﾡ値」でらる. し かし森林林分 (M&4&. 
&イ)から士地を. ス環城反会経老から個々の本分を. 夫ミ 

算的に分熱することによって「委林生ﾡ学的籍 次 と 経営 経音 的 学 

矢に及する (非有 技的な) 熊度 の 危険か、生 ずる. 個々の林分の 独 

立は個々の林地の定電的旅用の差要 (2..444X～. Woky.... 
ルS レム/1 反び大系林面積ﾡ位を 見のがしてしまう ;それは「個 

々 の林かが図接林分ほの会経きに対 して自 べ法則的及び経的に 

一たのﾡ保 にお"て有ﾡしている こ ヒ 」が夫われる危ﾡる導く 

・ 個体 主義 " を岩核づけ そ して 面積的限界 を 有 量せす七 (同令 単契 

妹ヒして) 大面積になげられﾡ森林立太のﾡ一性はﾡ林の幽会ﾡ 

からみてもヌのﾡの尽からスても 急酸に さSらされる=と が高 I 
られる

土地紀牧益談には「林業の計画,目的教立. 評ﾡを験»ブけ ら 

れ R ﾡ道の中でﾡり、 その専m 学科 と 協か して天ご木数るあ った 

宮受 にﾡ確な方針を示し. そ して森林経営の改良にして 本点的

c貢した」と「う 不朽 の 功積が/え られだ . 本々は「かの ﾡ論」

にもらず Fatcっtcaッwt, Pcsx&t, - He 並びにその後

ﾡ君ﾡの説の中に当時の自 由主義的経済学に基い た系林本京の

, 合理 化" の 非常に 重尊 試み を契める. の努力は 国月林の目 

治ら細立ての基ﾡ レ して林業目的あ厳格に計笠的な決定を迫求し

22世紀初頭以系・ (将オー次大戦後)ドイの林米は

ﾡ千喫った 方向の合理北ヒ従率 している ;ゼ々 は経ﾡ実行、特ヒ 

枚私労ﾡ・ 造林ﾡの女用を くつかせることに引力しいる-

の企回も水合く是認これる.しかし我々は今や「正しい基礎的 

な汚え方がその週大ﾡヒ旨 a% によって くそしてヌミらヒヌう

も な < 自然 法則 的 及かー駛経済的 斟酌 に 対す る彼等の解釈によ 

って ) 教認を原回 づけロ=と」 から生する 土地ﾡ炊る説の結求 

を注意でさょっ. 従って罪のあるものは「自由主城的が汚え方→ 

そはばくして. お々 が生物的反び経済的岡群を敬ﾡ的公式上によ っ 

c (単なる 説明 によ らすヒ )留けると信じて"る限りにかい て. 

その「 汚法論的送v くみどなcと。cん. Wezt)である. そ= 

から 森林の生命法則」ほの「人ﾡ 国民を森林凍野に結 ぴ つけ 

て る.. かの ヨ リ 高次の生活共同体 コ に対する 予盾が生ずる ・ ヘ 

gu「本業の目的と成票を土地ﾡ益ﾡ計報の尺良によっ <判ﾡし 

ホうとする こヒ」 によっ ておﾡ論を用いて彼等自身並のに学習看

ir章拠なら しめら.

注地切牧を説論者 に激え入北 られるべき学誕レP場口家圭はそ 

の危険を知っ ていE;既Kに /aル/はそれ に つ\て論タレ且それ

(ク亭 ) (7?)



うピ てあ番した う とde=ん, Pそ4そ バ/xrッ cAe ・ 4&pnuze ''' g 
ﾡらろ森林施業案ﾡ成宿並びに経老ﾡ理宿 し.し て r林的に 支お 

でさ なり鈴位ﾡと とも に皆代とﾡ林を似定す る 枚益性計算」に e 
抜し て「凝交林分 の造林. 天数受新- 場所的秩序 づ け の 苣杯肉 賞 

塚」と「経営の統一」を 河時に保証す ることにﾡ力した. しかし 

彼きはﾡ等の準林的ﾡ想る公式計算の表独したﾡ型の後に定推え 

る か安 は 4yc の林に新しいﾡ型を作り上ヴるかのビち ら ク a 
行わさるを容びかった. 3

森林家 は 土地範收 益説を 破慶し た ; た Fブバクセ ン の回有林ﾡ頭 

局におりてのみスその孝説はﾡ者の目的設定に 接的影響る 5え日 

5何とてれば云っもなくザクセンで早く始ま り. * して 急 氐 へ” 

経退をっ た" 工業化" が特に国有林に対し てな 大置の材承 く 

おに卜や ヒ細材の 型及の看霧 にポ て) ヒ大さ・ ﾡ帯ﾡ受を ・ま 

したから・ しかしサクセンの国有ﾡ業はたとえ Tヘ々かトウヒ単 

盗状 の短にム< と もあ的秩方プけによ っ て功す る 場の 会 < 

の努力を 森求施挙案 を用\て行ったとしマも その 各易らム • 

結緊を非帝に判然と認革せしめた.

そ の他にもみ林家及び林※の ﾡ方向は土地ﾡ区益認によって 

商お的に強<影都されている. 当2 が樹確 ヒ 林分報 を肩いてみ。 

の法につて行ったものであろうとも, 「経え す銀 返された ・ 

ﾡの聖一化の試みi はかの (ﾡﾡ的な) ﾡ神的ﾡ及の浪欧を示し 

てる; Hってフロシマの 州さ会で複案、れた「森林家けらまり 

にし経済的にﾡえていない」 と云う 誹謗は 示当ではなu; 数場は 

・lﾡの欠えを示してvる ら利(Sんんkゝは
アノパバナノノン・バー イ 

条求家を「経済学 に対す ろ 感精的な内部抵抗」か「経済的ﾡに対 

す8 あまりに も茂城的な鋸座」に 誘惑 しだ,そ こ には自然科学的• 

技. 約 ﾡ並のに経済ﾡな判断の琴向的統令が欠サ ていた.

土地契枚益説の 主 張為 としてはﾡに げE 人直の 他に T.dJcich 
(/クス3) Kwt(タス) 4armue.......x(S?z). Sがちe一 . 

/axoxxz& (/クパ). E えイ (ラ$. /axC (/ 入. Zeと9s、 

( / クク), T 4っ彳 ・ じace 244c . 3 cr.c& ・ Be-マ:ペ〜t 
が 系げ られる I 後等 は 多く の 着 署 や過義, 将に彼等の大学の 試殺 

xかの根木場型 と 計算 法則 る 通用 ごせ ろ = ヒをぶみた。 林業の本 

の中ではその 学科部Y ブォー に Le&z - 次に Scなe. 
g.... (.. 4 A.&e うによつて主張された;特にこ二では公夫 

。 r 丸るみ 丄 が見 られる が一 方 央膝の経済退程 及が堀頃形成過郡 

の 度ﾡは あェ り にも商率に行われてりる. サ2ルー のは利 ・ヒ次

て Eム。 の林価算法と森林戦利のﾡ科予が明快が役ﾡヒ林

米声係報の 冷ﾡな 主張によって非常に が評でろフ た・ Ezze2o 
は彼の林政号の本(/?スそ)の中でも示 一 將に経済成果、 收獲国、 

收益、貴用. ﾡ水益等にNする報きを通じて - 林米経ﾡ経湾 

学にﾡﾡの多い英ボを行つている. -

ヒ岫純收 進 説 は 将 に Booe ( /543 フ ・ Fa. Bacec ( /ssく )・

B。 ァece ( ノ みs s ) Butck 4 ( な<2), Pxncfefrtペt (夕 ? 2 
Puy( ノタタタ)・ et (/52?) 祈おム ・ レc&・ んRe# 
dE.Mey の老や文菜で反対ミれた。 (歌為基:ﾡに本Y 

E シ〜 - んe は何れ も森林ﾡぬ替説染有 であ る.. 彼等は T ﾡ 

断経ﾡ ヌは立林され るべs ﾡ地の経済尋実から の 公式の 3* と

(S/)



「土に由糸す 2ﾡ示の引昇印ﾡ法」 対レてのみざ っずこゥ に 

特に「資本主求的計資»法」にも逆らった. 彼卒は収剥尺ﾡに反 

対して経営のでさる限り最市の 系林貢 ﾡ ( M&&oxな) とな全住を 

確保レ 下らでミるだけ大ミくﾡ値のﾡい林稿を生産する = とに目 

的を置・た,フロ シマの国有林管林島 の日的名 c&x&&cx e w..&od&x- ル4&k 
xx&(両u染画 民の 信託遺贈の 圻お 看 ) と各さ改めた He.. の ※ L 
い 莒葉 は有名 で ある, =れら の森本望校巻説の ﾡ者ﾡは森林評信 

に対しては「古簡率な公式」かダは 「ノ部に 務的素 

を函置すべさ変化をほヒニした 土 地ﾡ牧基るの公式 ( おに 

RieeP) ・ を使用 し た.

土地拠を説の経済目的がそ の結県 ヒレて「林木 ﾡ橘の 単部化 

をもﾡらす苦であるヒ言う危ﾡは/?世紀に行われた y クセン回 , 

ﾡ林の例や その他の多くのマ ッﾡ林 ・トウヒ ﾡ林の 例によって来 

証されに. しかしそのマッ化 トウヒ化 ( VeckuoPettz ・/ 
ビofc&uジ) の事 件 は 決して単なる「教え られた し計囂 に 従った) 

意」の結票ではく・ 耳林ﾡ髪の汚淡な発震の結票であフたう 

多く の承求所石有は家 された会林ﾡ積のﾡ状ﾡによ っ て樹報 

安受をよ ぶなくミれた。 しかし 林木蓄須に 面す るﾡ4下 の影督 

は長 く ダっ た. 何となれ ばかのネ 更 と 林茶 のその他の改によ っ 

て. 当座の回. 多 くの森林経営の林太ﾡ殺が本ﾡ的に登室 ロっ 

Fかタ・ (少々とも令の針桑場林ビフ"て). 乗樹林の2
目の同べなﾡと 主次ﾡが* / 代、目の 成 果より も低下するこ k 

を彼々 が確誕する ことがで ミた時に始めて、 その 学説は 森林為、次 

的なﾡい学説として認められ.かの宮利にﾡしに目 ﾡ設定 に対 す る恒杯 た 

目 8 設えの 対 立 か深め ラ れ,非 ネ に低べ に移フた所 では示ちま リニ 

も合理的に決められたきﾡﾡﾡの回民達済的 ﾡ所 が設め られる.

土地死收益説,森林能收温説と 並んでいわゆる。森林収益•姓説” 

がォ3 のな炎と し < 登場し た. く 訳看註 : 森林次益性ぶは/w.な。 

(タ/ぷ. /ノタ?4・ ノ3ス). とw: 6cdan夕eッ ( タ～). ScccP 
(/22%. /クノス). c4eP (/夕。2. ノクク). 今-&c (>/2.// 
/タバ). 今oc&zaa(/タz4) によつてﾡえられたもの). *の 

森林次益性説も ホ成県括針 として 收利 の 尺度 を 用 uてvる それ 

は林業の賃幣利額 を「地価」で ほなく「森林価」 にﾡﾡづけ, そ 

レて T成ﾡをﾡ々 の生産受系にﾡ風さ せる とuう友自べ的な行 

さかAを近けてる. 本々は 6. Kタ (/s3s) そ含めて T そ 

み位の色々な孝点的意見を 有る ・ 4&o. , Gu& Sa&ae 
/ozt (の-個). Wyecec ・ 8tx&c - 今oc/kegec の株な琴右

」を 二 のグルー フ。に 入れ る,

/atnt と 6&.こは土地炊公性説から森林汝益性救えの整投 

を 炎行した. 今8.こ 土地牧益性説を林地の特殊ば利用可ﾡ性 

の ﾡ合にのみ認めマvるがこれは正きるある. ;坂げ彼の1士論

(/ク/o) で ま だ土ﾡﾡ牧益談を o&eac, Se&#ePなビの反 

勢々 方えあに対して弁護するこヒを試みたがレかし彼は彼の見網 

( A K 收益性説に対す る 見解 > を首尾一 ﾡし て修※ し たﾡ果表本 

攻 会 性談を簡単 に契めるに至った(/タ/マ)そして 本のか林校を性 

ぁれY 5%/ のそれとは断経ﾡに対すろ部分戸けが要ってしる.

""2、 も本彼のﾡ務活動の経場に\て.森林収社性説ヒ 

zを 見出してしる. 彼は線返し彼の生のGて.。。。の尽ﾡ

(夕2) ()



さ弟子と して意見を 発表 してた がし か し 土地ﾡ牧基説の 路を 造 

林的収穫論的、並び、に国民経済的存量ヒよ っ てﾡぐに強め月彼は株* 

の同選る特に林分史的並のに経済受的初査によってﾡ明しふっ とま 

みそし てス算術的齢求の 行す さヒその林にして※められﾡ経済目的 

の き虫化を ﾡ告した:

オースリー の計資の状領 に賃献 しようヒし たRie&oは上地ﾡ牧益論看 

の/人 で ほ あっだ かそ の 公 式の諾張を 除く=ヒを 談 く ・ る。44... 
とぬなz4 a「政該=れに森 林ﾡ数 益説」の程案森 看 と呼はれてる; 彼 

は 森4凝案ﾡ成君に号 え 日 経営 経 港的説典 の 中 で彼等の政教の本 

A的な根本思短を、矛協的ばで はぜく妹業の 自然的め器 えの通合に 

、ノ て 内卓"t ほう区者はあ々利 の 至高目的に向知 =れすに行務 した 

かしかしお疣 の数定 同置 ヒ解明に対しては(例:\,わゆる枚資ほな 

ヒ対する他の経沼師内 ヒ株※区系の比みの曲 は)收利 の高受を得 

e.のユイ は株 米の 為 別 t, Kexど-a.乙,. ヒ し て頁 租 給合付 の 総に用ら ヽ 

②xイ(Wち本木る稽 と工)。とめ中 =れるべ さ»予中4ッェ2 • 
( 印ら本道工動やその他の授資食用くタ～.ムん。→。-Aん...-02を 区ッ 

2収益性ﾡ係は土地究猛論有に ヒ っ <もな林ﾡ益性論看 にヒって 

もらま り番るい.む し がは林ﾡ産ル至は従米のネ林な益の権場」 

fびにr その為 に 行われる 処 避 戒 は責産 ﾡ加 の確認 が大 のである 

城奪の反果には ( 言の号内家ヒ戸じウに) 「個々のみ分や 

法工林かではなくして 種々な 経営方法の ﾡ程給付 が北ﾡ によ っ< 

房るさ る旅 な ・ 経済計回に形坂三れた作業級"」 に商町 4 &. 
従うて微に ヒっ て は 経営経済的計算 は T その 收蜒が 材禎と 賃； 

の多だよダぞ型筆ミア経ぁ聞の鋭そある」

(sり)

彼き (訳有ま: = クダス4 cztイ ルタル丸)は坂 

姉的反経済的が経送状ﾡ. きい校え れば自べ的並び ヒ経有的な 

地口係の豊徴を 彼等のﾡ足の基礎に してvる. 二 の基磁研究を 

「*れ以上に仕上げること」と「そ の将未の攻益給付も な*の資 

用京担に従っ て 瀬奈 す ること」が舟旧 マらる. 彼等は 公 施 に闵す 

る出ﾡの上位的ﾡ嫌づけ (いkec〜zム...夕) につても永「古今を 

通じて正ヒ益ミ 強調されて v る遺本ﾡﾡ」ヒにﾡ広して\る. 彼等 

の根案はぞれビ同時ごの地のﾡではﾡ益さ算の完成にN係をお

つてりる.

Xemu/ は彼の説史的研ﾡで「 R a8 ヒ K+eze〜 は (おヒ

役石は土地ﾡ牧益説とﾡな論を行つ た が 益ﾡの主張有

の放求な針に根本的に近り立場をと つている」ヒいう 切な 注を 

フけ caなcz&c ・ Re k クcシyc ( ) *のを一ﾡし

て。損益計算の主限着。とよんだ’； 彼第<訳本註： = に访グノ 

Kt一 ) は L本y-ecec イ に比べれは-- むし

み経済ﾡには自由主求的力向に及している. 会経送 (求ﾡ)の 

経済撃¥位の 時回的頁保は44,ペ～ ル es<aeイの方がヨ りよ<塚 

証してりたj それは &3ズ22& が行 っ た 造林貸の 計算(彼 は 造林 

f を ・ ﾡ在姿過 しっゝある " 給順 ・G 将未 の " 輪伐、期 ヒ非ず) 

の牧をし星引動定している) の中に将にはっ3 り ヒ示されている. 

ぼ 战的 森 株経営 办 碎 の 申 に於いて、 *れは唯-の正しい Cﾡ凝林 

の )寂急である.

従フ て kzeuc tnイ の～そ& は 既 に 解ﾡ的で 2- 
4経済寺を②ﾡ的(4.と&～ゝ な経済琴で埼エ サ る概合」を 有

(S)



してた・ しかし彼等もだﾡﾡ的求に捉われて )た。 まさ 

に彼ぶは樹 種 輪惶典 ( 目的査径) の求状を行う時 に新 し、)送 映 

の 市 帰指何 (* 火ムスN沁ッ)( 訳有 社: 当ﾡの市の状況に 

応 じた 生産 を 行い. 当ﾡの市ﾡ価格にY応した計をてろ 二 い

に係してりる。 しかし 8っイca& 
選を用 て土地ﾡ収益説に立ち 向 っ

とkz<イ 4aac-cと は 算術的ず

た 4-&e ・ He&シ®v m
Kzcwすe〜 とは異つ た 方向を箱 っ て ・ る・ 2aイc8 x 4火ayenue 
cとクて決ﾡを与えるものは rき算形式」 そはな く rm 台ﾡ並o
に経済の所与の左緊コ と ・ 個々の森林経営かーその国民的領城又：i
所有君領坂の林の中る号え られて る時 ﾡ係と 彼命の差 ﾡ』I
関する お 的の 程度」である. 首の学有 が行 ったと同 じ=の鑑及は 

土 ﾡ次基為者や「唯一の統一的な経済目的ス経ﾡ方法のみを

一た の計居 形式によ フて決定しよらと努力した森林な」 にはたれ 

ゅれて ・e・
数/◇ゴ の点 ・ 森林辞価論ヒ 目的教定論の 算ﾡ的形式に 四W ; 

<¥ 内的な ごが行わ れていた か* の 鈴 はﾡに畑 基で らった; 

*のス同ではV導な同ﾡ(おに 成果 計xの置ﾡが 岡盤 ) が等脚 I- 
ミ>てりた. *レてる明係:ヒ 談解 か生 じ たか=れはヌuに 

は同民経六的、個別ﾡ済的、校術的な目的週性の経果にも炉因 つ 

けられる. 林※経済 送 の時 代に即したﾡ史 的楽及がﾡ ザら れ P. 
ま だ派近ま では経経済的銘足 家がT 論ぜ られた万針の ヒれか一 

っ に 校 成 の 立場 を 決める」かの加ヨ外ﾡを星 し て w た. ス土契 

収益桜はな多の 並経当のな験やみ林生物的及び盗体経済的催仙 

の変化によ ? て衣意的に除ﾡ化し て ・ るがヘ々はそれでも なおる 

の京 理ヒ公ﾡをﾡ株盗求系ﾡ成や そ 

の他のﾡ務上 の入门国 ヒ支拘しよ う とま たり致は同林に対ﾡ的 

a 市ﾡ指向(1なxkてu2Xシ&夕 >のﾡとの 教和 によ つて見かけ 

をよくしさう とごス ﾡりした.

れん火。こ <ノタ37> も 本土 地細次数説の 改ﾡに努カレたう彼は 

回氏経済学の赦教を思りヒ して 森林戦利 ¥の方法論争 に参加 した. 

彼は環地ﾡ林の向係からをかた 公式を保ﾡ経送に転Nす ろ=と 

をなじり、 そレマ そのそﾡを復の.永林長ﾡ公デ"によ つてﾡ決レ 

ょら とした。 しかし袋は「他人の資企によ っ て * の貴用を支し 

そして会ての枚入を裂るヒ してさめる林米行対 - 即ち 係袋経老 

に反してﾡ近に入って\る ヒ見なこれる 被念」 をﾡ定し た-

o..&.X. の中内解決のずみは何らの堪歩ももたらミなかつたう 

ルac k<ノク3マ) も同株 そ・あ る. 他う特に Hanやee (2<)・ 
Kxo.c4 (/夕〜)そ の地が挙返 レ努力し ﾡ特的反ﾡの試みも 

点. *れヒ同Bに ﾡ* ミれた多くのを当な「社秋 ・にもﾡ 

5 す経営 経済的な根本向ﾡのﾡﾡに対して は何 ら 厶徴的な 責献を 

行ってJ なu.
減近の林孝 の孝右 の多く は土地 總収益規から 退たり乃ﾡはﾡ 

とべた太な対立をﾡ渡ししようヒﾡかしたりしてゝる. 中でも 

Lu8 (zス.3 クうは林茶経済の根本 同画にﾡ係レてい 

る. 似の山な論文は既に「彼 がﾡ もの 主産性の 回民経済的尽料く 

Lてのx 知ゝをﾡ遥視するこ ヒヒよ って 土地ﾡ次益説に 及の

向にﾡて vた。

Lewtoce は色々な 有の系林ﾡ説、目 的設述 ・ 成果計算 ヒ 資す 

ス沢山の論ミ(主ルして学 説支 ﾡな彼の論) でﾡ展を決めて

( < ) (87)



し)る・ 経ﾡ経済手に ﾡして彼は「土地に対する 万采の帰風 ヒ 全 こ 

の攻入 えに対する利子 の 非現実的計實」にﾡ して土地ﾡ収お 

説 に貝被、を唱えて” る. Leruは&tca& の¥説をも示「巨 

民経済的欲求充足の全高目的の確契に も向 ら ず本ﾡ釣部分 におv マー 

的確でな" もの」と して拒否してい る, ﾡ会な森林言組ﾡ論は e
理的な 森林経庭 の 内部経済的 照探 と 法則性を解明すべさ で あリ 

の目的用いられる会ての経送姿済的手ﾡの判断をﾡす ベ= 

貴は一ﾡの食用に対して 森林ﾡ収糸を (非貸術的に 一:訳宿 > 図 

ほけ るべさでらい、 従って 本林資産 のでさる だけGい 牧利 そ 負

※せばなら ぬ ( 森林牧益せ説),

2eo.kAイ&～ は彼の国ﾡ経済的論え (彼の1士論文)(〜クスぶ) 

で土地ﾡ牧な就の 日的設ﾡに反したﾡ夏をとつて万り. そして林 

米に対する 資本主表的計算ﾡ法用の ﾡﾡをﾡ系づけて I) る. 彼

は～ Mwvろcん.4t&Aue ゥ 尸 ◇zズ〜eoe (/ ) の中でる 森

でらる・ 此の必奪及 は 私を 経営型 (Beceeっイzev) の研と価上

に ・)な フた う私のろえては た Fて

林有を牧利 各体、ﾡち ・貸泰" と同にﾡえ. ユ評価す る土ル

ﾡ収基説」に対する対立をヨリ鋭く示してる・ K は特殊

るだけの研」では不え分である。 従って私はT&てと&C が
な場合に於て は. 貨ﾡ資本桜入ﾡの「相応の枚利に対する場

ﾡ実の糸み を引3 合したニとを「ま に非き向的 でお 

る」と判断した LeuPに従うごヒはできない. LeuP は 

沢山の" 経験客依 "に対比して 理合的系林を ・ 認試きな "ヒ し< 

私フのようとした. 勿論・沢山の経常について直格的に研す a 
ニヒは不可ﾡそらる. しかレ投々は 分正確が 状沈報吉ヒ 広義 

が各をす る※フかの 典理 的な 塲合 を卸 出 する=ヒがでミる. 次に 

袋々はこの。凶滅き休 ” を尾知的並びヒ計算的にられた 法正爆 

の夭扈に於いて判断用さる.それは経営経済学の故眦ヒち、、)て 

誕裁き体 ヒレて ﾡ導地 ヒポ導林分 を利用するがしかレ法正 枚及表 

は e デ尽 凌としてのみ脚査づゅられる答である 数ﾡ論」 け& 

ビ全く奴似の状踏にろる.

タルmr (ノク又4) も 示ﾡ約的が 公式計算 を用いて 政有利な 

方法を調査する 可J能件を否定した, 印ちこの事ﾡにつては状 

術が経済察にﾡ示して\る しかし oeeoet よれは経済計

けだonuoczuジocCo. Z& be dez

所的欲求 とせえの T趣味ある 遠応」のも ヒでさるだけ部い保 

統的林木なﾡ と賃搐牧逐 に燮頓されて ・る色々 な経済目的の 並を 

を交ﾡに尺じて 弁出 して ・ る :

フ イ ンラン ドの森林 /axイt タがたそ も小論。り&e工 ccz
xBcccctイc6がそ子

&& (ノスタ>によ っ て- っの動ﾡ的に向 プゅ ら れﾡ研充方 

法を発次している ,彼はその 学科(涙看註： =経営経済)の基 

礎ヒして信解の分ける成果報告を導式、して、)る,

HM&2ez.6なat はそのM手く/3。) に銀営経済的ま 

礎向建に 関解し てuる; は 一当時の 術々法 と 土地細收益説 

Fス対レて- 経※、終送 , 数基性 ・ a ビo本な基礎概合の 岐用 

の ﾡ化 をはかろうヒミミろみP. ,。..z
Fy&-. spdye x /ス, peckzeXax は彼等の番書(/タz4) 

によっ て森林評価論の 木農的な 痘歩 を 提映 レ E。 彼土地郷な基

<S8) やタ,



認の里-性と斗. そして將 に 收益の意 無、を本須.的な 価 植決定 相 

ﾡとレて(他のもの( 訳者 註 : = 時個> ヒ共に感用しようという

い 基本思ﾡ を追者レ た. 彼等 によれ ば Faotvtan,e 公式は - 

直接に林地価の計算に用いられる- のるはなく. 価値段商の設注 

に用い られろ」ヒす sない う しか しなから「※紋会体め放強築 

力 o 段ﾡ ブウ」を 調査す る あ がも っとﾡではなかろうか?

He☆ そ の他が契め た T 政票報告 ※成 の 我導」は 且 って 私も 

私の博士論く/夕〜>の起阜の際にﾡ格したヒころるらる ;私は 

森林 施来卖と 口並づけて経済報告 から「その 主ﾡ部が林楽 成果 検 

査をも形造ってvる 資産 変化 の 基珑 ( Vん&c&,.～)」をもた らす= 

とを試みた。 それ と 同時に 我々は その構成 要素を 通じて 成果 と 店 

値形成基ﾡの第切に誘わ れる. cメ, k夕 の協文(フクンノ) はﾡ 

る事※区の 会林分に 対 し てﾡﾡ形広通程 の記入の月に在車品 合帳 

(エナル/缘以2) の詼遷を勧めて おり、 成果 検査の 組立 てに 

対する貢献ヒしては私と ﾡ似 した方向に方向づけられていた。 ※ 

の地にも SE4a(/タスタ> cn/ F. Gsyec (/ラe の研先. 

前ちバベー テン の国有林ﾡ理局のﾡﾡし 成果報告 を使用 し e 右 

の経営統的突括 ( ク2夕与の資料による ) がﾡげら れ る.

Kどゅ(ク3ノ)では袋々の学科(訳き: -経ぜ経済学)の 

新発展に対す る 提案 が認識論的 匕 論述 ミれている。 本々は堀値の 

多い ﾡ献に フいて若干のフ4 ンラン ドのﾡ有. 印ち Kc火kaシ・ス 

(/タ3 s>& Cお に「部分命にはEi Szaxと の研究を要 に飛 

長させたA oイw。 PL (/タダ2 のお除を教っている,

スウェーランやノールウェ ー の 林業 経送学 看 ( st8et,

(9o).. 

夕山. Bどftc2 な ど) も ふ土地祝牧 益説の 画一牲 を 克服 しよう 

としてuる. スカンジナビヤにが"て は 上地现収益説は例えば 

soe#eく (ンッJ夕)がべてu 2旅に「ﾡ論ぶ ・のもとにお" 

てのみ主しして行われ- r 次務家 ・ の多< はそれを行わなかった. 

二 等の 学 福 は總帳経済的利害 阅係 と 営経済的利ﾡ図係聞 ち•,生

注ﾡ ・ ヒ,, 枚お性 "の結合に努力している. う 彼等は「森林所有 

○話次の経済単位ほびそれによ フて系件づけられろ目的設ﾡの示

性」と r価格 . 食用 .危般のﾡ 向的 変勉に 賞 す ろ広が方ﾡを 

若衣し くいる. しかしscyfAc はﾡらかに土地ﾡ牧な説に非 

#に近"立場をヒ フてuるら 袋は経済性方ぼ のH 発点 として 

F..な.と公式を用". ﾡﾡ的状ﾡに Bけろ形逸ﾡ芝のﾡ球量 

営をた楽の基磁と して ・ る.

も し福を 架 け ね ば らぬ と した場合Kはヘ々はﾡ方の岸からそ 

nにﾡ手すべさであるう そのﾡりお て 林菜 收旅姓論 の 合時 ボ 

的※の試スも ホ以續かあ る。 「スウェーデン、フィンランド 

, ー ルウ ェーをは ド' イツ より も 商 票 的思 幅 か林 業 k影 ﾡを与えて

る とッう =とは林米ヒ本事業の盗ﾡが純合、並びにお※的 

ダ易の政ﾡ的意味からき易に理留される. も し北欧の林業ﾡ係や 

兆欧の林米題知 がドイッ の林業の 文ﾡに用 t ら れる ヒ し&ならは 

*は ド4ッ の林業 経済 学 の 発雇 の 為に も 永負益るあろう. 個々 

の回本ヒ 領域の料殊因ﾡの把ﾡヒよ フ て*れぞれに画有 のそご経 

清すの p.eん&。ズ～x&&k」が成 立する. 従フてもし ールウェ 

-やスウェーゲンの文試を(蘭ヒにフィ フランドのものがそうでP 
るよらに) 新訳及 w ななﾡ報 によ って ドイッ の林業 に親しスめく

(?ノ)



るこ とがでこるcするからばそれは非ビき は しいミヒでァ

ボ米視る論はミ し当りそれの特有の迫を歩んざ. そして業 

的須益計算 え の痼合か試み られたがしかしその 時に林米経営 る s 
業的経きから区うするﾡ予な本ﾡ特ﾡか買落されマいた。 私のﾡ 

単し たﾡ令の記量 (作※坂の総りのス)を参ﾡしマ頂ミた. * 

こ で 我々 は<画例は強っ てこ ヒわらずえ会に意薬して、るな し) 

新 り "※本 主暴的き京原ﾡ ヒ計算形決に対ナ る証明町ら「比の吉 

内 でも 木欄念 的な 研究(学 物の本度 を 把場 する為の号m研ﾡ) x 
み受であるミ ヒ」 に対すろ証西を冬さ※レE ; *の 基滅が夕 ゅこ 

・る場合には*こに迫合ミれた琴説は邪域に通する。 林米の振 

計算もぶ永ﾡ産変化に基礎プゅ られるべさそあるがしかし *々 か 

※を資本主暴的経着ヒ本A的にﾡるも のとして 認敏する時、 4。 

は「SoAイ が表ﾡレ E F 資本主炎的企業に合わ せてら れ= 

・ る 計車形 式ョを転用する = とはでさ な J.
F2-4aeイ (/タスク) は場刻なﾡミ る根 温計算 の たに契力し - 

の複素は高業的表記をﾡりヒレている. オーストリーの 称株 a 、 

t一g( /タタ/ンはアズ りス式滅記を寺本ヒ して用\て vるx o 
他の個々のもの. 特 K～シeて の者者 (ラ2タ> に っ て は斗3 
林の損旅計算論で討論しよ う. Kク は 62e&.cX *のょ 

同じ杯に長期的な貨ﾡ計資の信研性をKい かぶっていた; 彼, a 
算形丈はX部分・ 土地N收益談の計算形氏、た 同じ株に「長ﾡ的N 
希 計搭 の 信頼性 を買いかぶっている= ヒ」か ら生ずろﾡﾡ的がx 
点」を もっく"るうその為ヒたとえもし名 がﾡ 2 の 林み を「a n

(2z)

的経済像と して ではな< ( ﾡ的よﾡ令等に よゝず) rﾡﾡ 
う

会体のﾡの中に嵌ゝ込なこと」によつて査ﾡしたとしても、 彼 が反 

対レ て " る学説べて 少 なから す不正確な未 来計章(ヌいk../ん.」 

xcんuz )を#っ R本分の賞ﾡﾡ位が書さ れよう.

A. ( /93 >も土 地ﾡな益製の ﾡ一性を支取しようとして 

ーフの新時べ的な送経済構成の平思を林米指益耳論に置 い < 

りるが彼も示商業的ﾡ記の形式にヒ ら われて いE. し かし彼 r 
株米基算かヒ Nす る証史的ﾡﾡには非常な想がp る.

- ﾡ 経済サの挙者隆もﾡのに経えず林系経済すのあ法途争に、 

ﾡ係して未た- ﾡ考は立で文献群を5めている.

先ブオー 七沢 山 の 論文 を 発装 して Poa&- の「森林貢組に 阳 

ナるす説」に対抜して"る ・4.Aダ. ルバ," ・9c&(szo
等げられなう ラ Sec& (ケクラ) もホ土地ﾡ炊益説に対し 

<ﾡ次の指域駅則ヒ して武も 会が国ﾡ経済的配ﾡを示す ことv 
よってその当 ﾡ非ﾡに活ﾡに行われE 論争にN与している。 ほ近 

で t 将ヒ Lifx (ノクスs) が挙げら れよう 彼は成る ﾡN、

さ ヒ林※橘ﾡ鈴ヒ林米経済挙の福4的折向始者 とえ られる い 

Ei彼の主 観的価娘論は、 そのの独立的に思性して〜るネ林 

tヒも暗示やな*紙を5えら. レかしそのﾡ果、長如計*(ん.z- 
イccイクッ > の亜動-性ヒにべる も。 と して他のﾡる決之ﾡな 

のあみ が林業経 済学にもこらこれら う XAat く ノタスよ) かェ 

地ヒ本木挙ﾡの 資本 的牲 無 を 無条件 に岐ﾡして、る= ヒにもﾡぶ 

が唱えられ はな ら ぬ ,

その他のフラィ ルクーの経済学的研ﾡも林来資uにN株し、、

(93)



る。/T ムy の鈴文(/クス) では思々K・ Pco&4 が引 合 

ヒ ヒさ れて vる がぬ の地に も比のま糸の回ﾡ経済孝有でら ろ/eh/
(/so)ヒ クビAaoxo.uu (/2ク) が げられる. /ua44 

は「承高生産性」を強速する=とによって、 そして クivcPoex. 
は r 林米の視き算の 目的」にﾡ沙するこヒ』 って、 *れ れ 

土ル認牧を説の目的設たをﾡレた う彼塔は貫ﾡ衣化(Ro～Zmg- 
zcexxんy) をA契す る力に彼事の彼ﾡのス法を とらn ばな らロ 

かった. フライ スルクのワルフ学次からは 8ack& の研 (:P 
が まれた か*の中る は従来の提案と自己の提案 か” S2ペm 
au&cx の学談にﾡして速べられている- 森林家は-ﾡ的経済 

挙をの照翼も知らねなら な . ; 討論K-般的経済学有かる加 

する:と はﾡにAわ しいミヒである. 今求げた対ﾡく 訳看 註 : = 

»&ck&)Kはa さrﾡ"畑 とaのな確認か示 されている がし か 

し 又 その 論文 は「収ﾡ論と祭求経理にWする 知識がくして神* " 

成票の特殊が件を支会に見送すミ と は不可能を あ る 二 と J 4 t 

示してUろ。

これとロ じなな ことはT 土地所有査ﾡ家が森林評ﾡ論を 取及 ラ 

ﾡ本」 にフ・ても,(彼るの功績の会てを承丞する際に 云われる。

森林 評価 論ヒ 対す るこうそ う 意 味の 衣 献看 ヒレマは苦るは 

mxび。(ノタス) eが("タ2)かのられ、 最で 

は特にRンCAk9®P(/32)が歌げられる. RetAk-夕eP の評ﾡ 

合 ( Se&a夕:4イzc) ○本( HaztA〜eイ! ) のオ Z•卷(ノク Jz) 
る は特と本※のﾡ論的並のK政※的が最ﾡﾡがばベられ てゃり 

彼はくのヤで価本久の-ﾡ経済的基戯にﾡ度して T ドイ ッ研

(9z) 

へ感省の評ﾡがう会 の林業班によ って*送ﾡ位評低法の目ﾡ( 資 

き 査定 と 課税領決定 )の角に られた緑林評価方法」と「評価の 

政ヒなる材種・ 短裕・ 食用 の報告 」Kにっ\て論じて、る;

ピeイ&kタイ!は そ の み を税務署 包 受 の 放舞ヒ 解説に用\よ うとした. 

ってその方坂はお殊評ﾡにﾡ係してカり. その 記丈 に 「林※ 

円 ネでない 誠有層 」に向いていろjいいかえれ ば・そ の本は森林 

子ﾡの政科動ではない. 注目 に施する の は基本向通に対す ろ番看 

(訳右 註 : = Kcイ&keee) の意で pるう 彼は土地犯炊益説の 公 

とﾡ方法を上レ にﾡ論治と研和評価法のお別規ﾡ にﾡしてr 
用に科えざるもの」とたえら. そミセは経営 の 森林趣收 益が登

7 の 基ﾡ として用いられているうも しいわゆ る受元えﾡが経営送 の な

ボﾡや音秋求題 の入 k正しい 値 を示こないヒしても、 々の

かは 会経営 の憧に対する配当頼によって評価される. この 

a力 法は※の彼後さらに完成:れて今日、 令欲評価法に 呼はれて

る 私近発行されたんedkタe の・9〜xcな 4しKっt. 
・2ろ〜24ん2と (/夕* ラ>も示な る経営平 位評法の林米的

解者 にざぬ ヒ私はﾡえて\る.

訳有後記

•たは研究上 の盘先 資料•をし て レムを厶4 の 学説史ヒ 文献目録 ・ 

tz くる人物の学談の系諸を匹女論え楽表の年代に従って表式, 

しめにものである,

(S)



・林※経営経済考の系諸

土地ﾡ収益説派

イutノみS
伊4セ ノsss

「 ん 夕火 ; 〜 wdax&z /ej / Je&#とfxe ；

-- / N2&Pxe光9&a&u//jSoddexaenラ24:4hpetez2s,&ako2ペ
, ・森林ﾡ 収益説学※ ；

夕明期
初期の 学ﾡ

H BuzcベイvzCなde ; 夕oae 夕43 ・ex 847 ; Daxkc4txw /ク2 ;
Pezy-eノ8クダj PaMゼ$4 / ェ /838 ;

ゲakeox 4ez タ25; 2244イ F

弋S ノクく グ
ﾡ益計算論と森林統計論のﾡﾡ

/クょS
ゲ Cota /aevHoe& /タZ5
イロ ?イ ノタ . グピク1M2イっ子ペLノタス 4

の Kタク タダ

F シ PプPeイszs uA/zeaクutuA2z
ン efce /夕2年 / /ceckたe /s2 9 .

&&a& 今ば j J5&ye(z;F 4r42パラ2?
Kxッt/夕xバ;A2ダパJうCイuKタタタzパ ;

S frイexc/ラスバ 2パz分e SaAifxdckec/2e う 

カルシ。〃シム ノシ。

の他の学氷そ

タ24,K2Aろ。z タ2e2u2& ィ:ノemxピインタスス ;

SP+イとRak4Aeeタ2と;kt8xパスj,lla&xfeよwペス9 j
" / Kax / o;/udka-パvo; / ム ノタルk パ2 ；
Kac /イjwAacv/23z ノ' Kekckars ノ

一般経済学者で林※向通を論じた 人々
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